
と
も
に
生
き
、
と
も
に
育
む
ま
ち

歴
史
と
文
化
が
く
ら
し
の
中
に
息
づ
く

�新
斑
鳩
の
里
�

２	

斑
鳩
の
里
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〜
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鳩
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タ
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よ
り
〜

15	

ち
ょ
っ
と
知
っ
て
る
？
斑
鳩
町

16	

わ
た
し
が
私
ら
し
く
あ
る
た
め
に

17	

パ
ゴ
ち
ゃ
ん
の  

地
球
と
な
か
よ
し

18	

ま
ち
の
情
報

30	

ほ
け
ん
だ
よ
り

2 0 1 2

11
No. 566

いかるが

～ 斑鳩の里ふるさと秋祭り ～

太鼓台　集結！
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10
月
13
日
、
ま
ち
の
み
な
さ
ん
が
自
ら
参
加

し
、ふ
る
さ
と
斑
鳩
を
再
確
認
す
る
と
と
も
に
、

斑
鳩
の
歴
史
と
文
化
を
次
の
世
代
へ
と
受
け
継

ぐ
た
め
の
大
イ
ベ
ン
ト
、
斑
鳩
の
里
ふ
る
さ
と

秋
祭
り
が
５
年
ぶ
り
に
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
会
場
と
な
っ
た
斑
鳩
小
学
校
に
は
、
法
隆
寺

地
区
、
龍
田
地
区
か
ら
迫
力
満
点
の
８
台
の
太

鼓
台
を
は
じ
め
、
各
地
区
の
台
が
く
（
子
ど
も

み
こ
し
）や
ギ
ャ
ル
み
こ
し
が
続
々
と
大
集
結
。

町
内
小
学
生
、幼
稚
園
児
、保
育
園
児
た
ち
も
、

個
性
豊
か
な
演
技
を
元
気
い
っ
ぱ
い
に
披
露
し

て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
和
太
鼓
い
か
る
が
や

和
太
鼓
鵤（
い
か
る
）に
よ
る
和
太
鼓
演
奏
も
披

露
さ
れ
大
き
な
拍
手
が
会
場
に
響
き
ま
し
た
。

龍田北部祭実行委員会

龍田青年団

龍田東部太鼓台

秋
祭
り

斑
鳩
の
里
ふ
る
さ
と

待
っ
て
ま
し
た
５
年
ぶ
り

勇壮な太鼓台　が勢ぞろい！
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三町自治会

東里自治会

西里自治会

五丁町連合自治会

並松自治連合会

勇壮な太鼓台　が勢ぞろい！
出店やゲームコーナーも大賑わい。
　　会場は文字どおり、お祭り騒ぎ。
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斑鳩西幼稚園

斑鳩東幼稚園

斑鳩幼稚園

法隆寺幼稚園

あわ保育園

たつた保育園

斑鳩小学校／沖縄踊り「エイサー」斑鳩西小学校／斑鳩音頭

奈良県立大学／ギャルみこし斑鳩東小学校／東小ソーラン

祭りで魅せた！
ふるさとの宝、いかるがスーパーキッズ！！
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　今回の秋祭りは、勇壮な太鼓台の巡行だけでなく、女性のみこしやたくさんの子どもが引く台が
くがあふれ、来場者も老若男女さまざまでした。出店も町内の商店や各種団体だけでなく、岩手県
大槌町や岩手県、十津川村、野迫川村、天川村、また長野県飯島町や愛媛県松山市、兵庫県太子町
からの物産など30店舗が軒をつらねました。町制65周年秋の一大イベントは、興奮と華やかさに
満ちあふれたものとなりました。

龍田青年団

駅前中自治会
幸進町自治会

龍田東部太鼓台

龍田北部祭実行委員会

ふるさと再発見
伝統文化を次の世代の人々へ

台がくも
元気に
練り歩く！

和
太
鼓
い
か
る
が

心
と
体
に
響
き
渡
る
、
ふ
る
さ
と
の
鼓
動

和
太
鼓
鵤
（
い
か
る
）
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斑
鳩
町
の
家
計
簿

斑
鳩
町
の
家
計
簿

斑
鳩
町
の
家
計
簿

〜 
平
成
23
年
度
財
政
状
況 

〜

　

平
成
23
年
度
の
決
算
が
ま
と
ま
り
、

９
月
の
町
議
会
定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま

し
た
。

　
み
な
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
大

切
な
税
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の

か
、
一
般
会
計
を
中
心
に
概
要
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

町税
28億7,259万円
町民税　14.1億円
固定資産税
　　　　11.6億円
都市計画税
　　　　1.3億円
　　　　　　など

臨時財政対策債等
　　　　　　5.0億円
施設整備関係
　　　　0.4億円
　　　　　など

地方消費税
交付金
1億8,233万円 地方交付税

22億3,777万円
地方交付税
22億3,777万円

国・県からの
支出金
11億6,355万円

町債
　5億3,910万円

その他の
交付金など
1億8,718万円

繰越金
6億7,577万円

繰入金
8,000万円

使用料および
手数料
2億2,175万円
その他の収入
1億7,169万円

給

前月
からの
繰越金

自主
財源

依存
財源

貯金の
取崩し

料

親

か

き
せ

ら
の
援
助 雑収入

新たな借入金

歳入 83億3,173万円

家 計 に た と え る と

●１か月の総収入 … 29万2千円

　斑鳩家の家計簿は、斑鳩町
の決算額を人口28,561人
（平成24年３月末現在）で
割った数字を、１か月の家計
にたとえています。

一 般 会 　 　 計 決 算

斑鳩家の収入 収入額（円） 構成比（％） 平成23年の歳入
給　　　　　　　料 100,000 34.2 町税

雑　　　収　　　入
内職・パート収
入や不動産収入

14,000 4.8
使用料および手数料
その他の収入
諸収入

貯 金 の 取 崩 し 3,000 1.0 繰入金
前月からの繰越金 24,000 8.2 繰越金

親せきからの援助 132,000 45.2

地方交付税
国庫支出金
県支出金
地方消費税交付金等

新 た な 借 入 金 19,000 6.5 町債
合　　　計 292,000

（ ）
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平成23年度の決算

その他
　18万円

普通建設事業費等
5億3,984万円

人件費
14億8,454万円

公債費
10億1,498万円

扶助費
11億4,650万円

　物件費
15億8,204万円

積立金
　3,357万円

繰出金
8億7,566万円

維持補修費
1億1,744万円

補助費等
 8億4,724
　　　　万円

生

そ
の
他
生

活

費

活
費

家の増改築費

一 般 会 　 　 計 決 算
歳出 76億4,199万円

斑 鳩 町 の 財 政 を 、

●１か月の総支出…26万8千円（来月への繰越金2万4千円）〈平成23年度会計別決算〉

■歳入の主な用語録
町　　　税　�みなさんが納

めた町民税、
固定資産税等

地方交付税　�所得税等、国
が徴収した税
金のなかから
町の財政状況
に応じて交付
される交付金

町　　　債　�大きな事業を
おこなうため
の国や金融機
関からの借入
金

■歳出の主な用語録
人　件　費　�職員や特別職

の給与、議員
および各委員
会の委員報酬

扶　助　費　�子ども手当、
子ども・老人・
重度障害者の
医療費助成金
等

公　債　費　�町債（借入金）
の返済金

物　件　費　�消耗品や交際
費、業務委託
料等

繰　出　金　�国民健康保険
等の特別会計
へ繰り出して
使ったお金

補 助 費 等　�各種事業や団
体への補助金
や負担金

維持補修費　�公共施設の修
繕料等

普通建設事業�費　道路等の
整備等に使っ
たお金

おもな用語チェック

会計名 歳入決算額 歳出決算額

一 般 会 計 83億3,173万円 76億4,199万円

特 別 会 計 62億5,118万円 66億9,419万円

国民健康保険事業 30億1,718万円 34億7,996万円

大字龍田財産区 349万円 32万円

公共下水道事業 12億1,427万円 12億1,427万円

介護保険事業 17億2,872万円 17億1,335万円

後期高齢者医療 2億8,752万円 2億8,629万円

総　合　計 145億8,291万円 143億3,618万円

斑 鳩 家 の 支 出 支出額（円） 構成比（％） 平成23年の歳出

生　 活　 費
食費 52,000 19.4 人件費

医療費、教育費等 40,000 14.9 扶助費

ローンの返済 36,000 13.4 公債費

その他生活費

光熱水費・消耗品等 55,000 20.5 物件費

家の修繕費 4,000 1.5 維持補修費

自治会費・スポーツ
クラブ会費等 30,000 11.2 補助費等

貯金 1,000 0.4 積立金

子どもへの仕送り 31,000 11.6 繰出金

家の増改築費 家の増改築費用 19,000 7.1 普通建設事
業費等

合　　　　計 268,000
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●�

法
隆
寺
ゆ
か
り
の
都
市
文
化
交

流
協
定
締
結
記
念
事
業
と
し

て
、
提
携
都
市
で
あ
る
神
奈
川

県
小
田
原
市
で
、
飛
鳥
時
代
の

貴
重
な
歴
史
資
料
等
の
展
示
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

●�

史
跡
公
園
整
備
に
伴
う
史
跡
中

宮
寺
跡
の
発
掘
調
査
が
完
了
し

た
こ
と
か
ら
、
中
宮
寺
跡
の
周

知
と
遺
跡
の
重
要
性
を
認
識
す

る
機
会
づ
く
り
と
し
て
、
史
跡

中
宮
寺
跡
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
し
ま
し
た
。

文化の香り高く
　心豊かなまちづくり

●�

平
成
24
年
度
か
ら
平
成
26
年
度

ま
で
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や

相
談
支
援
、
地
域
生
活
支
援
事

業
に
関
す
る
事
項
を
示
し
た
第

3
次
斑
鳩
町
障
害
福
祉
計
画
を

策
定
し
ま
し
た
。

●�

健
康
づ
く
り
を
効
果
的
に
推
進

す
る
た
め
、
保
健
セ
ン
タ
ー
を

活
動
拠
点
と
し
て
活
動
で
き
る

保
健
セ
ン
タ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
の

養
成
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

●�

各
幼
稚
園
の
保
育
室
・
遊
戯
室

に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
、
夏
季

の
保
育
環
境
を
改
善
し
ま
し
た
。

すこやかに生き生き
暮らせるまちづくり

●�

道
路
交
通
の
安
全
性
の
確
保
や

橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
に
係
る
コ

ス
ト
の
削
減
を
図
る
た
め
、
橋

り
ょ
う
長
寿
命
化
修
繕
計
画
を

策
定
し
ま
し
た
。

●�

計
画
的
・
効
率
的
な
都
市
基
盤

整
備
を
す
す
め
る
た
め
、
主
要

幹
線
道
路
の
交
通
量
調
査
を
お

こ
な
い
ま
し
た
。

●�

住
宅
の
耐
震
化
の
向
上
を
図
る

た
め
、
申
請
に
基
づ
き
、
無
料

耐
震
診
断
や
耐
震
改
修
工
事
に

要
す
る
費
用
の
一
部
補
助
を
お
こ

な
い
ま
し
た
。

潤いのある
魅力的なまちづくり

▶斑
鳩
文
化
の
継
承
や
観
光
客
誘
致
の
た

め
、
斑
鳩
の
里
を
発
祥
の
地
と
す
る
能
楽

「
金
剛
流
」
の
里
帰
り
公
演
と
し
て
、
観

月
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。

▲�心の健康づくりを推進するため、講演会を開催し、
知識の普及啓発や情報提供をおこないました。

平成23年度に
　　　おこなった
主な事業を
　　　紹介します。
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▲�すべての人が安らぎを感じられる風景・景観
づくりのため、法起寺・法輪寺周辺などの歴
史的景観と田園風景が一体となった地域で、
コスモス栽培の推進をおこないました。

こ
ん
な
事
業
に

お
金
を
使
い
ま
し
た
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ともに築く
協働のまちづくり

平成23年度の決算

●�

観
光
客
に
「
ま
ち
あ
る
き
」
を
楽

し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
地
域
の
あ

ら
ゆ
る
魅
力
あ
る
資
源
を
生
か

し
、
誰
も
が
訪
れ
た
く
な
る
場
所

を
提
供
す
る
た
め
、
ま
ち
あ
る
き

観
光
拠
点
づ
く
り
事
業
計
画
を
策

定
し
ま
し
た
。

●�

観
光
客
が
ゆ
っ
た
り
と
楽
し
め
る

よ
う
に
憩
の
場
所
と
し
て
法
隆
寺

ｉ
セ
ン
タ
ー
に
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
を

設
置
し
ま
し
た
。

●�

納
付
方
法
の
多
様
化
に
よ
る
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た

め
、
コ
ン
ビ
ニ
収
納
・
ペ
イ
ジ
ー

収
納
の
運
用
開
始
に
向
け
た
シ

ス
テ
ム
整
備
を
お
こ
な
い
ま
し

た
。

●�

住
民
と
行
政
の
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
自
治

会
の
枠
を
越
え
た
さ
ま
ざ
ま
な

団
体
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

拠
点
と
し
て
、
広
域
的
な
自
治

会
を
対
象
と
し
た
（
仮
称
）
地

域
交
流
館
の
設
計
等
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。

活力とにぎわいのある
まちづくり

安全で快適なまちづくり
●�

資
源
の
浪
費
・
無
駄
を
な
く
し
、

脱
焼
却
・
脱
埋
立
を
め
ざ
す
「
ゼ

ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
」
を
す
す
め
る

た
め
、
広
く
周
知
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
ゼ
ロ･

ウ
ェ
イ
ス
ト

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
し

た
。

●�

老
朽
化
が
す
す
む
衛
生
処
理
場
で

の
焼
却
処
理
を
平
成
24
年
3
月
31

日
で
廃
止
し
、
可
燃
ご
み
焼
却
を

民
間
委
託
す
る
た
め
、
仮
設
の
積

み
替
え
施
設
の
整
備
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。

●�

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
の
岩
手

県
大
槌
町
や
、
台
風
12
号
で
被
災

し
た
奈
良
県
十
津
川
村
、
野
迫
川

村
に
対
し
て
職
員
派
遣
等
の
支
援

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

●�

局
地
的
な
ゲ
リ
ラ
豪
雨
等
に
迅
速

に
水
防
活
動
が
お
こ
な
え
る
よ

う
、
雨
量
観
測
シ
ス
テ
ム
の
導
入

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

●�

浸
水
対
策
と
し
て
、
雨
水
現
況
調

査
を
も
と
に
、
既
存
水
路
の
改
修

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
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▲�斑鳩町の観光・商工業の振興のため、物産店や
　ゆるキャラショーなどの「斑鳩市」を開催しました。

▲�法隆寺の食封があったとされている縁
から、新たに神奈川県小田原市と「法
隆寺ゆかりの都市文化交流協定」を締
結し、友好都市等交流を深めました。

▶�

大
災
害
等
に
備
え
、
既
存
の
通
信
手
段

が
途
絶
え
た
際
に
活
用
す
る
衛
星
携
帯

電
話
と
停
電
時
の
緊
急
用
電
源
と
し
て

発
電
機
を
設
置
し
ま
し
た
。

1

2

3

4

5

6

1

2

3

4

5

6

1

2

3

4

5

6

1

2

3

4

5

6

▶�
町
消
防
団
の
消
防
力
の
充
実
を
図
る
た

め
、
消
防
第
３
分
団
の
ポ
ン
プ
車
を
更

新
し
ま
し
た
。
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監
査
委
員
の
意
見

　

平
成
23
年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
決

算
審
査
が
お
こ
な
わ
れ
、

巳
忠
次
・
中
川
靖

広
両
監
査
委
員
よ
り
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■ 

審
査
の
結
果

　

審
査
に
付
さ
れ
た
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会

計
の
歳
入
歳
出
決
算
書
、
歳
入
歳
出
決
算
事
項

別
明
細
書
、
実
質
収
支
に
関
す
る
調
書
お
よ
び

財
産
に
関
す
る
調
書
の
各
計
数
は
、
関
係
法
令

に
準
拠
し
て
調
製
さ
れ
誤
り
の
な
い
も
の
と
認

め
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
各
基
金
の
運
用
状
況
に
つ
い
て
も
計

数
に
誤
り
な
く
、
適
正
に
運
用
さ
れ
て
い
る
も

の
と
認
め
ら
れ
た
。

■ 

決
算
の
総
括

　

当
年
度
の
連
結
ベ
ー
ス
で
の
純
計
決
算
額
は

歳
入
１
３
６
億
９
千
３
百
万
円
、
歳
出
１
３
４

億
４
千
６
百
万
円
で
、
差
引
形
式
収
支
は
２
億

４
７
百
万
円
の
黒
字
で
あ
る
。
前
年
度
比
歳
入

歳
出
と
も
約
１
億
３
千
万
円
の
増
で
、
決
算
規

模
は
微
増
と
な
っ
た
。
た
だ
、
財
政
調
整
基
金

積
立
額
、
約
３
億
円
の
減
を
考
慮
す
る
と
実
質

的
に
は
も
う
少
し
拡
大
し
て
い
る
。

　

内
容
的
に
は
、
形
式
収
支
と
実
質
収
支
は
前

年
度
を
下
回
る
も
の
の
黒
字
を
維
持
し
て
い
る

が
、
単
年
度
収
支
で
は
前
年
度
の
１
千
３
百
万

円
の
黒
字
か
ら
９
百
万
円
の
赤
字
転
落
と
な
り
、

さ
ら
に
一
般
会
計
に
準
じ
て
計
算
し
て
み
た
実

質
単
年
度
収
支
で
は
、
財
政
調
整
基
金
積
立
の

減
に
よ
り
前
年
度
の
３
億
１
千
４
百
万
円
の
黒

字
か
ら
８
百
万
円
の
赤
字
へ
急
降
下
す
る
。

　

予
算
の
執
行
状
況
は
、
歳
入
の
収
納
率
は
前

年
を
上
回
る
高
水
準
が
続
き
、
ま
た
歳
出
に
つ

い
て
も
執
行
率
は
上
昇
し
、
不
用
額
も
減
少
し

て
い
る
。
歳
出
予
算
は
節
約
を
行
い
余
ら
せ
る

位
で
よ
い
も
の
も
多
い
が
１
０
０
％
執
行
が
の

ぞ
ま
し
い
も
の
も
あ
り
、
そ
う
し
た
事
業
に
つ

い
て
こ
そ
予
算
消
化
が
必
要
と
さ
れ
よ
う
。

　

水
道
事
業
企
業
債
を
含
め
た
全
町
債
は
１
９

５
億
９
千
百
万
円
で
本
年
度
も
減
少
が
続
い
て

基
金
を
控
除
し
た
純
負
債
は
１
７
５
億
９
百
万

円
と
な
る
。

　

特
別
会
計
全
体
で
は
赤
字
が
続
く
。
主
因
で

あ
る
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
は
最
近
３

年
間
は
赤
字
補
て
ん
の
繰
上
充
用
額
を
除
い
た

単
年
度
収
支
で
黒
字
基
調
と
な
っ
て
い
た
が
、

当
年
度
は
赤
字
に
逆
戻
り
し
た
。
保
険
給
付
費

が
急
増
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ

の
傾
向
は
今
後
も
当
面
改
ま
る
気
配
は
あ
ま
り

感
じ
ら
れ
な
い
。
特
に
翌
年
度
歳
入
か
ら
の
繰

上
充
用
が
続
く
が
、
現
実
に
は
翌
年
度
の
当
特

別
会
計
に
充
用
す
る
資
金
の
余
裕
は
な
く
、
一

般
会
計
の
翌
年
度
繰
越
金
（
形
式
収
支
）
で
連

結
収
支
の
均
衡
が
計
ら
れ
て
い
る
状
態
で
、
こ

れ
が
一
般
会
計
の
形
式
収
支
に
多
額
の
黒
字
が

続
い
て
い
る
理
由
で
も
あ
る
。
こ
う
し
た
点
に

つ
い
て
は
今
後
の
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

決
算
審
査
意
見
書
は
、
役
場
２
階
情
報
公
開
窓

口
に
提
示
し
て
い
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
監
査
委
員
室
（
☎
内
線
３
０
５
）

■ 町債の状況■ 財産の状況

■ 基金の内訳

会　　　計 平成23年度末現在高
一 般 会 計 99億7,575万円

特 別 会 計 81億5,240万円

合　　　計 181億2,815万円

借　入　先 平成23年度末現在高
財 政 融 資 資 金 60億6,663万円

旧簡易生命保険資金 15億8,035万円

市 中 銀 行 35億7,820万円

地 方 公 共 団 体
金 融 機 構 資 金 64億2,498万円

住 民 公 募 債 1億円

奈 良 県 3億1,642万円

旧 郵 便 貯 金 資 金 6,157万円

合　　　計 181億2,815万円

財産の種類 平成23年度末現在高
土 地 352,550㎡
建 物 91,907㎡
有 価 証 券 104万円
基 金 32億8,159万円

財 政 調 整 基 金 18億5,727万円
減 債 基 金 2億2,521万円
公共施設整備基金 44万円
都市計画事業整備基金 26万円
福 祉 基 金 3億2,608万円
文 化 振 興 基 金 8,657万円
斑鳩の里歴史文化遺産
保 存・ 活 用 基 金 942万円

スポーツ振興基金 2,095万円
土 地 開 発 基 金 7億2,451万円
国民健康保険財政調整基金 7万円
介護保険給付費準備基金 3,081万円

合　　　計 32億8,159万円
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平
成
23
年
度

斑
鳩
町
財
政
健
全
化
の
状
況

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る

法
律
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
23
年
度
普
通
会
計

の
健
全
化
判
断
比
率
お
よ
び
公
営
企
業
の
資
金

不
足
比
率
に
つ
い
て
の
審
査
が
お
こ
な
わ
れ
、

巳
忠
次
・
中
川
靖
広
両
監
査
委
員
よ
り
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
審
査
の
結
果
】

１
．
総
合
意
見

　

審
査
に
付
さ
れ
た
健
全
化
判
断
比
率
・
資
金

不
足
比
率
お
よ
び
そ
の
基
礎
と
な
る
事
項
を
記

載
し
た
書
類
は
、
い
ず
れ
も
適
正
に
作
成
さ
れ

て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

２
．
個
別
意
見

　

審
査
の
対
象
で
あ
る
①
実
質
赤
字
比
率
、
②

連
結
実
質
赤
字
比
率
は
と
も
に
決
算
が
黒
字
で

あ
る
こ
と
、
③
実
質
公
債
費
比
率
は
早
期
健
全

化
団
体
の
基
準
で
あ
る
２
５
％
を
、
④
将
来
負

担
比
率
は
同
３
５
０
％
を
遥
か
に
下
回
る
７
．

４
％
及
び
１
７
．
９
％
で
あ
り
、
か
つ
実
質
公

債
費
比
率
は
前
年
度
比
な
お
０
．
３
ポ
イ
ン
ト

改
善
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
何
れ
も
問
題
は
な

い
。

⑤
資
金
不
足
比
率

　
［
水
道
事
業
会
計
］

　

判
断
基
準
の
資
金
不
足
計
算
が
流
動
比
率
に

よ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
当
年
度
決
算
に
お
け
る
流

動
比
率
は
３
４
２
％
と
資
金
過
剰
の
状
態
を
示

し
て
お
り
、
ま
た
１
年
以
内
返
済
予
定
の
企
業

債
（
借
入
金
）
を
流
動
負
債
に
加
え
て
も
こ
れ

が
１
７
４
％
と
な
り
資
金
不
足
に
は
な
ら
な

い
。

　

し
た
が
っ
て
資
金
不
足
比
率
は
本
来
算
出
さ

れ
な
い
が
、
前
記
資
金
過
剰
額
を
年
間
営
業
収

益
で
除
し
た
比
率
（
マ
イ
ナ
ス
の
資
金
不
足
比

率
）
を
算
出
す
れ
ば
２
４
．
３
７
％
で
あ
る
。

　
［
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
］

　

決
算
の
差
引
収
支
額
は
０
円
で
資
金
不
足
は

生
じ
て
お
ら
ず
、
資
金
の
マ
イ
ナ
ス
補
正
を
行

う
べ
き
繰
上
充
用
額
、
支
払
繰
延
額
、
事
業
繰

越
額
及
び
建
設
改
良
費
等
以
外
の
経
費
の
財
源

に
充
て
る
た
め
に
起
こ
し
た
地
方
債
の
何
れ
も

な
い
と
こ
ろ
か
ら
実
質
的
資
金
不
足
も
な
い
。

よ
っ
て
資
金
不
足
比
率
は
０
％
で
、
経
営
健
全

化
基
準
の
２
０
％
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
て
問

題
は
な
い
。

３
．
是
正
勧
告
を
要
す
る
事
項

　

特
に
指
摘
す
べ
き
事
項
は
な
い
。

平成23年度の決算

　

平
成
23
年
度
に
斑
鳩
町
の
一
般

会
計
に
入
っ
て
き
た
お
金（
歳
入
）

は
、83
億
３
，１
７
３
万
円
、使
っ

た
お
金
（
歳
出
）
は
、
76
億
４
，

１
９
９
万
円
、
差
し
引
き
、
６
億

８
，９
７
３
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
か
ら
、
平
成
24
年
度
に
繰
り

越
す
財
源
、
５
，
５
９
８
万
円
を

差
し
引
い
た
金
額（
実
質
収
支
額
）

は
、
６
億
３
，
３
７
５
万
円
の
黒

字
で
し
た
。

　
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健

全
化
に
関
す
る
法
律
」
を
受
け
て

作
成
し
た
財
政
健
全
化
判
断
比
率

（
下
図
参
照
）
に
つ
い
て
は
、
い

ず
れ
の
比
率
に
つ
い
て
も
早
期
健

全
化
団
体
と
な
る
基
準
を
大
き
く

下
回
っ
て
お
り
、
現
段
階
に
つ
い

て
は
健
全
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

景
気
の
先
行
き
が
不
透
明
な
な

か
、
少
子
高
齢
社
会
を
迎
え
、
財

政
状
況
は
今
後
ま
す
ま
す
厳
し
く

な
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
健
全

な
財
政
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

予
算
・
決
算
に
つ
い
て
の
問
合
せ

　

企
画
財
政
課（
☎
内
線
２
５
３
）

平
成
23
年
度
決
算
か
ら

■ 斑鳩町の健全化判断比率の状況（平成23年度） （単位：％）

指標 区　　分 平成23年度
（A）

平成22年度
（B） （A）－（B） 指標の概要

実　　質
赤字比率

斑鳩町の比率 −（△ 11.40） −（△ 11.39） △ 0.01 福祉、教育、まちづくり等をおこなう地方公共団体の
一般会計等の赤字の程度を指標化し、財政運営の深刻
度を把握する指標

早期健全化基準 14.67 14.70
財政再生基準 20.00 20.00

連結実質
赤字比率

斑鳩町の比率 −（△ 8.40） −（△ 9.02） 0.62 すべての会計の赤字や黒字を合算し、地方公共団体と
しての赤字の程度を指標化し、地方公共団体全体とし
ての運営の深刻度を把握する指標

早期健全化基準 19.67 19.70
財政再生基準 30.00 35.00

実質公債
費 比 率

斑鳩町の比率 7.4 7.7 △ 0.30 借入金の返済額及びこれに準じる額の大きさを指標化
し、資金繰りの危険度を把握する指標早期健全化基準 25.0 25.0

財政再生基準 35.0 35.0

将来負担
比　　率

斑鳩町の比率 17.9 15.2 2.70 地方公共団体の一般会計の借入金（地方債）や将来支払っていく
可能性のある負担等の現時点での残高の程度を指標化し、将来財
政を圧迫する可能性が高いかどうかを把握する指標

早期健全化基準 350.0 350.0
財政再生基準 － －

注）�実質収支または連結実質収支が黒字である場合は、「実質赤字比率」または「連結実質赤字比率」は負の値で表示しています。
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ち早く　飲料水の　供給を
～ 災害時における応急物資供給に関する協定 ～

９ / ３・斑鳩町役場

　いつ起こるかわからない災害に備え、いち早く被

災者に飲料水等の供給をおこなうため、９月３日、

斑鳩町とダイドードリンコ株式会社との災害時にお

ける応急物資供給に関する協定の調印式がおこなわ

れました。

　この協定により、避難所等で必要な飲料水等の調

達に関する協力要請の手続きが定められ、斑鳩町の

防災体制が強化されることになりました。

　ダイドードリンコ株式会社の須藤部長は、「企業

として、地域社会に貢献していきたい。」とあいさ

つされました。

い長寿の　秘訣は聞くこと　話すこと
～ 100歳のご長寿表敬訪問 ～

9 / 1 1 ・町内各所

　９月17日は「敬老の日」。今年度は７人のみな

さんが１００歳を迎えられることとなり、そのう

ち、田積イソヱさん、木田タカさん、小西 だを

さんのお宅に小城町長がお祝いと表敬のご訪問を

しました。ご家族と斑鳩の昔話に花をさかせた田

積さん、愛犬を抱きながら穏やかに応対してくだ

さった木田さん、得意の折り紙を披露してくだ

さった小西さん、みなさんそれぞれとても素敵な

笑顔を見せてくださいました。町長からは「いつ

までもお元気でいてください」と、記念品が手渡

されました。

ご

つまでも　笑いと涙を　絶やさずに
～ 敬　老　会 ～

９ / 1 5 ・いかるがホ－ル

　敬老の日を前に９月１５日、７０歳以上のみな

さんを招いて「敬老会」が開かれました。

　米寿者や結婚５０周年のご夫婦のみなさんへの

お祝いなどの「敬老式典」がおこなわれたあと、

大衆演劇「南條隆とスーパー兄弟」による芝居や

舞踊などがおこなわれました。

　笑いと感動の涙を誘う芝居、

そして豪華絢爛な衣装で艶や

かに、また力強く舞う演者が

次々と登場する舞踊ショー

に、観客からは大きな拍手が

送られました。

い

▲�調印後握手を交わす小城町長と
　ダイドードリンコ株式会社の須藤部長◀田積イソヱさん

　　　▲
木田 タカさん
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月祭　見れば今年も　秋が来た
～ 観　月　祭 ～

9 / 2 2 ・上宮遺跡公園

観

　気持ちの良い初秋の空気のもと、上宮遺跡公園で、

斑鳩の里を発祥の地とする「金剛流」の里帰り公演「観

月祭」がおこなわれました。

　会場には７００人以上の観客がつめかけ、能楽「井

筒」や、狂言「濯
すす

ぎ川
がわ

」などが披露されました。パチ

パチと聞こえるマキの燃える音と雅な舞に、会場全体

が幽玄の世界へと引き込まれているようでした。

　年々来場者が増え、秋の

訪れを感じさせる行事と

なった「観月祭」。終演後

の家路に着く人波は、満足

そうな笑顔であふれていま

した。

康と　防犯兼ねた　ウォーキング
～「WALK　プロが教えるウォーキング講座」～

９ / 2 3 ・中央公民館大ホール

健

　まちづくり斑鳩太子塾の主催で、ウォーキングを

されるみなさんに、地域の犯罪抑制とコミュニティ

活性化の担い手としての意識を持っていただくとと

もに、正しい歩き方を学んでいただく機会として、

「WALK　プロが教えるウォーキング講座」　～歩く

だけでまちの防犯になります～　が開催されまし

た。

　ウォーキング講座では、日本ストレッチング協会認定ストレッチングトレーナーで、スマイルビューティー

クラブ代表の谷山太介氏により、ストレッチの仕方や、正しい姿勢で歩くためにはどのようなことに気をつ

けたらいいかなど、わかりやすくユーモアを交えた講演がおこなわれました。

　また、西和警察署地域課の稲本課長が、犯罪の起こりやすい時間帯は夕暮れどきであるなど、地域の犯罪

や防犯活動の状況についてくわしく説明されました。

　さらに、地域で防犯活動をされている第一地所自治会の嶋本自治会長から、防犯パトロールを息長く続け

るためには、ウォーキングと同じで頑張りすぎず、生活の中での自然体で実施されていることなど、防犯パ

トロールの活動状況について説明がありました。また、防犯パトロールを定期的に実施してからは、自治会

員や隣接地域のみなさんと談笑する機会が増え、理解や絆が強まったので、健康的な正しい歩き方で防犯パ

トロールをすれば、ひと歩きで「健康の増進」、「防犯」「地域の絆」という三つの得があることから「一歩

三得」を実践していきましょうと話されました。

◀�

能
楽
「
井
筒
」
の
一
場
面

▲狂言「濯ぎ川」の一場面
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斑鳩文化財センター
（☎0745-70-1200）

※�「てんいち」とは、てん（英語の10）と、いち（１）を合わせて11（毎月11日は人権を確かめあう日）とい
う意味です。

藤ノ木古墳の金銅製鞍金具の製作地
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今
月
号
で
は
、
11
月
3
日（
祝
・
土
）

か
ら
12
月
2
日（
日
）ま
で
開
催
し
て
お

り
ま
す
平
成
24
年
度
秋
季
特
別
展
「
斑

鳩　
藤
ノ
木
古
墳
の
馬
具
展
」
に
関
連

し
て
、
あ
の
有
名
に
な
り
ま
し
た
藤
ノ

木
古
墳
の
金こ
ん
ど
う銅

製
馬
具
に
つ
い
て
お
話

し
ま
す
。

藤
ノ
木
古
墳
か
ら
出
土
し
た
馬
具

　

藤
ノ
木
古
墳
の
馬
具
は
、
石
棺
の
裏
側

の
奥
壁
と
の
幅
約
80
㎝
の
空
間
に
折
り
重

な
る
よ
う
に
出
土
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

馬
具
は
3
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
わ
け
ら
れ
て

い
て
、
有
名
な
金
銅
製
透す

か
し
彫ぼ

り
の
馬

具
を
Ａ
セ
ッ
ト
、
そ
の
他
の
鉄て
つ
地じ

金こ
ん
ど
う銅
張ば

り
の
馬
具
は
Ｂ
セ
ッ
ト
と
Ｃ
セ
ッ
ト
と
呼

ん
で
い
ま
す
。

金
銅
製
馬
具
の
製
作
地

　

Ａ
セ
ッ
ト
の
馬
具
の
製
作
地
に
つ
い
て

は
、
現
在
で
も
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
①
中

国
大
陸
製
説
、
②
朝
鮮
半
島
製
説
、
③
国

内
製
説
の
3
つ
の
説
に
大
き
く
分
類
で
き

ま
す
。
発
掘
調
査
後
に
は
、
金
属
の
成
分

調
査
や
製
作
技
術
や
デ
ザ
イ
ン
等
の
比
較

研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
う
し

た
精せ
い

緻ち

な
デ
ザ
イ
ン
の
施
ほ
ど
こさ

れ
た
馬
具
が

世
界
に
出
土
例
が
な
い
こ
と
か
ら
、
な
か

な
か
決
着
し
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
藤
ノ
木
古
墳
の
馬
具
が
発

見
さ
れ
て
か
ら
す
で
に
27
年
を
経
て
お
り

ま
す
が
、
藤
ノ
木
古
墳
の
馬
具
は
世
界
一

優
美
な
馬
具
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
①
の
説
で
は
、
鞍
金
具
の
亀き
っ
こ
う甲

繋つ
な
ぎぎ

文も
ん

に
透
か
し
彫
り
で
表
現
さ
れ
た
、

竜
や
鳳ほ
う
お
う凰

と
い
っ
た
中
国
の
想
像
上
の
生

き
物
や
象
と
い
っ
た
動
物
は
、
当
時
の
日

本
で
は
正
確
に
は
理
解
で
き
て
い
た
と
は

考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
特
に
、
象
の
し
わ
な

ど
を
観
察
し
ま
す
と
、
お
そ
ら
く
実
物
を

見
た
こ
と
の
あ
る
人
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
次
に
②
の

説
で
は
、
馬
具
の
形
態
か
ら
、
当
時
朝
鮮

半
島
に
あ
っ
た
「
新し
ら
ぎ羅
」
で
製
作
さ
れ
た

と
す
る
考
え
や
、
馬
具
の
製
作
技
術
か
ら

は
「
百く
だ
ら済

」
で
製
作
さ
れ
た
と
す
る
研
究

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
③
の
説
で
は
、
石

棺
内
よ
り
出
土
し
た
大た
ち刀
の
製
作
技
法
と

の
比
較
か
ら
、
国
内
で
製
作
さ
れ
た
と
す

る
研
究
も
あ
り
、
未
だ
に
決
着
を
み
て
い

な
い
の
で
す
。

『
日
本
書
紀
』
の
「
飾

か
ざ
り
う
ま馬
」

　

さ
て
、『
日
本
書
紀
』
に
「
飾
馬
」
と

い
う
表
現
が
あ
り
ま
す
。
ま
さ
し
く
、
藤

ノ
木
古
墳
の
Ａ
セ
ッ
ト
は
、
大
和
王
権
が

外
国
の
使
節
を
出
迎
え
る
際
の
儀
式
に
お

い
て
、
馬
を
飾
り
た
て
て
並
ば
せ
て
お
く

た
め
の
も
の
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
金

色
に
輝
く
馬
具
を
所
有
し
て
い
た
人
の
自

慢
の
逸
品
だ
っ
た
に
ち
が
い
な
か
っ
た
で

し
ょ
う
。
こ
う
し
た
立
派
な
馬
具
が
、
惜お

し
げ
も
な
く
副ふ
く
そ
う
ひ
ん

葬
品
と
し
て
藤
ノ
木
古
墳

に
納
め
ら
れ
た
の
は
、
馬
具
を
持
ち
得
た

人
物
（
被ひ

葬そ
う
し
ゃ者）

に
と
っ
て
よ
ほ
ど
思
い

入
れ
の
あ
っ
た
品
で
あ
っ
た
か
ら
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
す
ば
ら
し
い
藤
ノ
木
古
墳
の

馬
具
が
、
斑
鳩
に
里
帰
り
し
て
い
ま
す
の

で
、こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
見
学
く
だ
さ
い
。

▲藤ノ木古墳出土金銅製鞍
くら

金
かな

具
ぐ

（象部分）



　「ちょっと知ってる？斑鳩町」
は、斑鳩町のちょっと気になるこ
とを調べてお伝えする不定期連載
です。

Vol.2
　保健センターサポーター

　斑鳩町には、行政機関や学校・
会社以外にも、住民の皆さんの生
活に一役買ってくれている人たち
がたくさんいます。
　このコーナーでは、斑鳩町をよ
り素敵な町にするべく日々がんば
っている人たちを紹介しています。

斑
鳩
交
番
だ
よ
り

　

西
和
警
察
署

　
（
☎
０
７
４
５

　
　
　

�
０
１
１
０
）
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行
政
と
協
力
し
て
、
斑
鳩
町
民

の
健
康
を
守
る
た
め
に

　

保
健
セ
ン
タ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
斑
鳩

町
保
健
セ
ン
タ
ー
の
事
業
（
検
診
や
健
康

教
室
な
ど
）
の
受
付
や
案
内
な
ど
を
と
お

し
て
町
民
の
み
な
さ
ん
の
健
康
を
守
る
た

め
の
活
動
を
さ
れ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
で
す
。
９
月
末
現
在
で
、
32
人
の
方

が
登
録
さ
れ
、
生
き
生
き
プ
ラ
ザ
斑
鳩
内

に
あ
る
保
健
セ
ン
タ
ー
で
活
躍
さ
れ
て
い

ま
す
。

若
い
世
代
か
ら
シ
ニ
ア
世
代
ま
で

　

子
育
て
が
ひ
と
段
落
し
て
時
間
に
ゆ
と

り
が
で
き
た
と
い
う
方
だ
け
で
な
く
、
子

育
て
中
の
方
も
、
子
ど
も
が
幼
稚
園
に
通

園
し
て
い
る
間
の
時
間
を
利
用
す
る
な

ど
、
20
代
か
ら
70
代
ま
で
幅
広
い
年
齢
層

の
方
が
お
ら
れ
ま
す
。
サ
ポ
ー
タ
ー
の
み

な
さ
ん
は
登
録
前
に
「
保
健
セ
ン
タ
ー
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
（
４
回
シ
リ
ー
ズ
）」

を
受
講
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
の
心

構
え
な
ど
を
学
ん
だ
あ
と
活
動
さ
れ
て
い

ま
す
。

ま
す
ま
す
広
が
る
健
康
づ
く
り
の
輪

　

保
健
セ
ン
タ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成

は
、
平
成
23
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か

り
で
す
が
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
か
ら
は
、

「
い
ろ
い
ろ
な
世
代
の
方
と
情
報
交
換
や

交
流
が
で
き
て
楽
し
い
」「
検
診
や
健
康

に
対
す
る
自
分
自
身
の
意
識
が
高
ま
っ

た
」「
た
く
さ
ん
の
人
に
接
し
、
笑
顔
を

意
識
す
る
た
め
若
く
い
ら
れ
る
気
が
す

る
」
と
い
う
声
が
あ
り
、
生
き
生
き
と
活

動
さ
れ
て
い
る
様
子
が
よ
く
伝
わ
っ
て
き

ま
す
。
ま
た
、町
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
も
、

「
色
々
と
声
を
か
け
て
も
ら
え
る
の
で
検

診
の
待
ち
時
間
が
短
く
感
じ
る
よ
う
に

な
っ
た
」「
同
じ
住
民
と
し
て
気
軽
に
お

話
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
声
が

聞
か
れ
、
検
診
を
受
け
に
来
ら
れ
た
方
や

来
館
者
の
方
か
ら
も
好
評
で
す
。

　

町
民
の
み
な
さ
ん
の
健
康
を
守
る
た
め

の
活
動
を
通
し
て
、自
分
自
身
も
元
気
で
、

健
康
で
い
ら
れ
る
。
そ
ん
な
素
敵
な
健
康

づ
く
り
の
輪
が
、
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
広

が
っ
て
い
き
そ
う
で
す
ね
。

　

９
月
23
日（
日
）午
後
５
時
ご
ろ
、
町

内
Ａ
さ
ん
宅
に
て
、
次
の
よ
う
な
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。

　

ド
ア
ホ
ン
が
鳴
っ
た
の
で
、
ド
ア
を

開
け
る
と
、「
水
道
局
の
ほ
う
か
ら
来

ま
し
た
」
と
、
胸
の
名
札
を
見
せ
な
が

ら
、「
水
道
の
濁
り
を
見
に
来
ま
し
た
」

と
若
い
男
が
上
が
り
こ
ん
で
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
す
で
に
浄
水
器
が
つ
い

て
い
る
の
に
、
別
の
男
が
新
し
い
浄
水

器
を
持
込
み
、
取
り
付
け
よ
う
と
し
ま

し
た
。

　

不
審
に
思
っ
た
Ａ
さ
ん
が
、
親
戚
に

電
話
を
し
よ
う
と
す
る
と
、「
後
で
ま

た
来
ま
す
」
と
言
っ
て
帰
っ
た
、
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

今
回
は
こ
れ
以
上
の
問
題
が
発
生
し

な
か
っ
た
こ
と
が
幸
い
で
す
が
、
事
件

に
発
展
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の

で
、
十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。
訪
問

者
の
応
対
に
は
、
な
る
べ
く
ド
ア
ホ
ン

や
モ
ニ
タ
ー
で
確
認
を
し
て
く
だ
さ

い
。
断
っ
て
い
る
の
に
そ
れ
で
も
業
者

が
帰
ら
な
い
場
合
は
遠
慮
せ
ず
、
警
察

に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

浄
水
器
取
り
付
け
未
遂
事
件
発
生
‼

▲検診の受付をするサポーターさん
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●
お
す
す
め
の
本
●

臨
時
開
館
（
11
月
３
日
：

　
　
　
文
化
の
日
）
に
つ
い
て

男 女 共 同 参 画
社会をつくろう

ver.128
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Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
毎
日
新
聞
歌
壇
の
選
者
で
知

ら
れ
た
歌
人
・
河
野
裕
子
が
ガ
ン
で
逝
っ

て
二
年
に
な
り
ま
す
。
こ
の
本
は
同
じ
く

歌
人
で
細
胞
生
物
学
者
の
夫
が
書
い
た
妻

へ
の
鎮
魂
歌
で
す
。
ガ
ン
の
発
病
で
妻
が

一
時
精
神
的
に
不
安
定
に
な
り
「
そ
の
攻

撃
性
か
ら
家
の
な
か
が
地
獄
の
よ
う
な
様

相
を
呈
し
た
時
期
が
か
な
り
長
く
続
い
た
」。

そ
の
よ
う
な
中
で
著
者
が
示
し
た
妻
へ
の

哀
切
な
想
い
に
は
胸
を
う
た
れ
ま
す
。

永
田
和
宏
著　

新
潮
社

「
歌
に
私
は
泣
く
だ
ら
う
」

妻
・
河か
わ
野の

裕ゆ
う
子こ　
闘
病
の
十
年

男性も介護を担う時代
　厚生労働省の調査によると、
同居する親やパートナーの介護
をしている人の28％が男性で
す。今後は、少子化やシングル
男性の増加などに伴って、その
割合がさらに高くなると推測さ
れます。
　既婚の男性は、たとえ自分の
実の親の介護であっても、家の
中のことは妻の仕事と思いがち
ではないでしょうか。、民法で
は「直系血族および兄弟姉妹は

互いに扶養する義務がある」と
定められており、介護の主体は
婚姻によって家族となった妻で
はなく、血族である夫であるべ
きなのです。「妻がする介護を
手伝う」から「自分の親の介護
は自分の仕事」へと意識を変え
ることが、妻の気持ちを軽くし
て、お互いに助け合えるのでは
ないでしょうか。
介護と仕事を両立するために
　総務庁の調査では、家族の介
護や看護のために、介護休業を
取得した人の８倍以上の人が、
会社を辞めたり転職したりして
います。
　「長期の休みを取ることは気

が引ける」という人も、介護休
業は家族１人につき93日まで
取得できること、その期間に応
じて雇用保険から介護休業給付
金が受給できる場合があるこ
と、また、会社によってはフレ
ックスタイムや短時間勤務制が
あることなど、介護と仕事を両
立するための法律や制度を確か
めておきましょう。男性は女性
に比べて家事や近所づきあいが
苦手で、介護の時も孤立しやす
いといわれています。いざ介護、
というときのストレス軽減のた
めに、普段から積極的に家事や
近所づきあいを心がけることが
大切です。

　夫・パートナーからの暴力、性犯罪、売買春、セクシュアル・ハラスメント、ストーカー行為等女性に
対する暴力は、女性の人権を著しく侵害するものです。あなたのまわりでこんなことはありませんか？

毎年11月12日～11月25日は「女性に対する暴力をなくす運動」期間です

パネル展示をおこないます
期間　11月12日㈪
　　　～25日㈰

場所　生き生き
　　　プラザ斑鳩
　　　�１階フリース

ペース

介護は人ごとじゃない！

　女性が政治や経済社会の中で活躍する場面を増やすためには、男
性が家庭生活の中で応分の活躍をすることが求められ、また、その
ような男性が格好いいと言われるようになってきています。家庭を
持つ男性にとっての男女共同参画の特集として、３回目の今回は、
「介護」がテーマです。



　

い
か
る
が
の
里
文
化
芸
術
祭
開
催
に
と

も
な
い
、
臨
時
開
館
し
ま
す
。

　

開
館
時
間
は
午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時

で
す
。

︱ 

こ
ど
も
工
作
教
室 

︱

「
ぬ
の
絵
で
干
支（
へ
び
）を
作
ろ
う
」

日
時　
11
月
25
日（
日
）

　
　
　

午
前
9
時
30
分
～
12
時

場
所　
い
か
る
が
ホ
ー
ル
第
一
研
修
室

対
象　
小
学
生

定
員　
20
人

持
物　
は
さ
み
・
木
工
用
ボ
ン
ド

申
込　

�

11
月
2
日（
金
）～
16
日（
金
）ま
で

に
図
書
館
へ
（
先
着
順
・
電
話
申

込
可
）

︱ 

今
月
の
お
は
な
し
会 

︱

町
立
図
書
館

　

日
時　
11
月
14
日（
水
）
午
後
２
時
～

　
　
　
　

11
月
17
日（
土
）
午
後
３
時
～

公
民
館
図
書
室

図
書
室
（
中
央
・
東
公
民
館
）

　

日
時　
11
月
13
日（
火
）
午
後
２
時
～

図
書
室
（
西
公
民
館
）

　

日
時　
11
月
13
日（
火
）
午
前
11
時
～

　オレンジ字の「可燃ごみ」袋の中にどんな物が入っ
ているんだろう？今回は、８月に実施したごみ質検
査の結果をお知らせします。

※�チャレンジ25キャンペーンは、地球と日本の環境を守り未来の子どもたちに引き
継いでいくため、地球温暖化防止対策を推進する国民運動として、政府が展開して
いるキャンペーンです。斑鳩町役場もチャレンジャーとして登録しています。

まだまだ減らせる！可燃ごみ
～ごみ質検査の結果から～
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　可燃ごみの中身を119種類に分けて、
どのようなものがどれだけ入っている
かを調べる検査を実施しました。
　全体のうち、可燃ごみ以外のものは、
約２％であり、みなさんが日頃きっち
り分別していただいていることが分か
りました。
　また、可燃ごみの内訳をみると、生
ごみが約５３％、紙類が約４２％、木
くず類が約３％と続いており、このう
ち４分の３のものは、リサイクルでき
るものです。
　ということは、生ごみ、紙類を分別
すれば、可燃ごみ袋は、ほとんど必要
なくなるということができます。

家庭から出るごみの量

100 200 300 400 500（トン）
可燃ごみ　　　不燃ごみ　　　粗大ごみ　　　その他プラ類
缶・びん類、ペットボトル　　有害ごみ　　　生ごみ・草類

９月

８月

７月

平成24年度

平成23年度

平成24年度

平成23年度

平成24年度

平成23年度

９月の生ごみたい肥化量13,253㎏
　可燃ごみの5.5％をたい肥化で
きました
※モデル世帯数2,236世帯（９月末）

　新聞紙や食料品の箱、紙パックなどの紙類が可燃ごみの
約半分。
　ごみ質検査では、たくさんの紙類が可燃ごみ袋の中に入っ
ていました。

燃やすごみに紙を入れたら
もったいない‼

パゴちゃんからのお願い

▲紙箱類　　　　　　　　　　▲新聞紙

☆紙類は５種類に分けて地域の集団回収に出そう！
①新聞紙　　②ダンボール　　③本・雑誌類　　④紙パック
⑤�雑がみ（コピー用紙、封筒、ハガキ、ダイレクトメール、
メモ用紙、お菓子やティッシュ等の紙箱、包装紙、紙袋など）

※�雑がみは、紙袋などに入れ、こぼれないようにひもでしばっ
て出してください。

未来が変わる。
日本が変える。



主な連絡先
斑鳩町役場
	 0745-74-1001
上水道課
	 0745-74-1401
下水道課
	 0745-74-2406
町立図書館
	 0745-75-7733
中央公民館
	 0745-74-1511
東公民館
	 0745-74-4122
西公民館
	 0745-75-3911
中央体育館
	 0745-75-3100
斑鳩文化財センター
	 0745-70-1200
生き生きプラザ斑鳩
	 0745-70-1000
保健センター
	 0745-70-0001
斑鳩町観光協会
	 0745-74-6800
ふれあい交流センター
いきいきの里
	 0745-74-0990
衛生処理場
	 0745-74-2371
西老人憩の家
	 0745-74-1517
東老人憩の家
	 0745-74-5050
三室休日診療所
	 0745-74-4100
いかるがホール
	 0745-75-7743
斑鳩町シルバー
人材センター
	 0745-75-0884
斑鳩町地域包括
支援センター

0745-75-4000

※�情報内の問合せの電話番号
の記載のない場合は、上記
電話番号をご確認ください。

● 

広　
告　
枠 

●
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人
権
擁
護
委
員
に　
　
（
敬
称
略
）

　
松　
田　
和　
枝
（
再
任
）

　

10
月
１
日
付
け
を
も
っ
て
、
法
務
大
臣

か
ら
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
長
に　
　
（
敬
称
略
）

　
高　
塚　
好　
弘

　

教
育
委
員
会
で
10
月
１
日
付
を
も
っ
て

高
塚
委
員
が
委
員
長
に
、
坂
本
り
え
子
委

員
が
、
同
職
務
代
理
者
に
選
出
さ
れ
ま
し

た
。教

育
委
員
に　
　
（
敬
称
略
）

　
高　
塚　
好　
弘
（
再
任
）

　
古　
川　
千
代
美
（
新
任
）

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
議
会
の
同
意
を
得

て
10
月
８
日
付
け
を
も
っ
て
、
教
育
委
員

に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

斑
鳩
町
生
活
設
計
学
習
会

　

住
民
課
（
☎
内
線
１
６
２
）

日
時　
11
月
13
日（
火
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所　
斑
鳩
町
中
央
公
民
館
・
創
作
室

内
容
「
保
険
に
加
入
す
る
前
に

　
　
　
　
　
　

知
っ
て
お
き
た
い
話
」

講
師　
奈
良
県
金
融
広
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

植
田　

誠
二

定
員　
30
人
程
度

※�

詳
し
く
は
住
民
課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
講
座

　
　
「
パ
パ
と
遊
ぼ
う
！
」

　

福
祉
課
（
☎
内
線
１
２
５
）

　

親
子
で
思
い
切
り
か
ら
だ
を
動
か
し

て
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

日
時　
11
月
24
日（
土
）

　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
　
　
（
受
付
は
午
前
９
時
15
分
〜
）

場�

所　
す
こ
や
か
斑
鳩
・
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー　

ア
リ
ー
ナ

講
師　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ゆ
め
づ
く
り
あ
そ
び
屋

　
　
　
　
　
　
　

理
事
長　

橋
本　

高
志

対
象　
小
学
校
就
学
前
ま
で
の
親
子

申�

込　
福
祉
課
へ
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

　
（
無
料
託
児
あ
り
）

相　談　日 時　間 場　　所 申　　込

無 料 法 律 相 談 13日㈫、20日㈫、27日㈫
（電話予約申込順） 13:00～16:00 役 場 1 階第2会議室

住民課
（☎内線163）

消 費 生 活 相 談
22日㈭ 9:00～16:00

役 場 1 階
第3会議室

申込不要
問合せ住民課
（☎内線163）

1日㈭、8日㈭、15日㈭、29日㈭ 13:00～16:00
人 権 相 談 14日㈬（毎月第2水曜日）

13:00～16:00
行 政 相 談 6日㈫（毎月第1火曜日）
青少年悩みごと
教 育 相 談 毎週火・金・土曜日 9:00～16:00 中央公民館 事前に☎0745740077

までご連絡ください

出前サポステ若者
自立の無料相談 毎月第2土曜日 9:00～12:00 中央公民館

℡  0744-44-2055
℻0744-44-2056
（若者サポートステーションやまと）

子 育 て 相 談 毎月第2・第4水曜日 9:00～16:00 生き生きプラザ
斑 鳩 相 談 室

福祉課
（☎内線125）

母と子の悩みごと
相 談

全日電話相談（毎週月～金曜日（休日除く）8:30～17:30)
福祉課（☎内線125）

女性のための相談
9日㈮（第2金曜日） 9:30～12:30

役場会議室 予約専用☎0745759269
休日を除く8:30～17:3030日㈮（第5金曜日） 13:00～16:00

増改築無料相談 17日㈯（毎月第3土曜日） 13:00～16:00 中央公民館 全奈良建築斑鳩支部
☎0745741218

● 

募　
集 

●

※相談の日程が9：00～16：00の場合は、12：00～13：00の間は不在となります。

11月の相談
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明
日
香
養
護
学
校
の
体
験
学
習

（
中
学
部
・
高
等
部
）
の
ご
案
内

　
　

県
立
明
日
香
養
護
学
校

　
　
　

高
市
郡
明
日
香
村
川
原
４
１
０

　
　
　
（
☎
０
７
４
４
�
３
３
８
０
）

　

奈
良
県
立
明
日
香
養
護
学
校
で
は
、
平

成
25
年
度
に
入
学
（
転
入
学
）
を
希
望
す

る
障
害
の
あ
る
生
徒
と
そ
の
保
護
者
に
対

し
て
、
肢
体
不
自
由
教
育
に
つ
い
て
の
理

解
と
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
体

験
入
学
を
お
こ
な
い
ま
す
。

中
学
部
（
給
食
の
試
食
を
実
施
）

日
時　
11
月
28
日（
水
）

　
　
　

午
前
9
時
10
分
〜
午
後
1
時

対�

象
•�

肢
体
不
自
由
を
有
す
る
小
学
６
年
生
と

保
護
者
お
よ
び
関
係
者

•�

訪
問
教
育
の
体
験
を
希
望
さ
れ
る
生
徒

と
保
護
者
お
よ
び
関
係
者
（
当
日
参
加

の
困
難
な
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

高
等
部
（
給
食
の
試
食
を
実
施
）

日
時　
11
月
20
日（
火
）

　
　
　

午
前
9
時
10
分
〜
午
後
1
時

対�

象
•�

肢
体
不
自
由
を
有
す
る
中
学
３
年
生
と

保
護
者
お
よ
び
関
係
者

•�
訪
問
教
育
の
体
験
を
希
望
さ
れ
る
生
徒

と
保
護
者
お
よ
び
関
係
者
（
当
日
参
加

の
困
難
な
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

※�

そ
れ
ぞ
れ
申
し
込
み
に
つ
い
て
は
、
11

月
9
日（
金
）ま
で
に
直
接
県
立
明
日
香

養
護
学
校
へ
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

生
涯
学
習
講
座
受
講
生
募
集

　
中
央
公
民
館
（
☎
０
７
４
５
�
１
５
１
１
）

講
座
名　
生
活
経
済
講
座

内
容　
「
み
ん
な
で
取
り
組
む
震
災
対
策
」

日
時　
11
月
20
日（
火
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所　
中
央
公
民
館

講
師　
県
防
災
統
括
室　

田
中　
文
乃　
氏

対
象
者　
町
在
住
・
在
勤
の
人

定
員　
30
人
程
度

受
講
料　
無
料

申��

込　
中
央
公
民
館
（
電
話
可
）
ま
で
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

町
立
保
育
所
臨
時
保
育
士
募
集

　
　
　
　
　

福
祉
課
（
☎
内
線
１
２
５
）

　

平
成
25
年
度
採
用
予
定
の
保
育
所
臨
時

保
育
士
を
募
集
し
ま
す
。

採
用
予
定
人
員

　

•
臨
時
保
育
士
…
若
干
名

応
募
資
格

　

�

斑
鳩
町
在
住
ま
た
は
通
勤
が
可
能
で
、

下
表
の
そ
れ
ぞ
れ
の
資
格
要
件
を
す
べ

て
満
た
す
人

試
験
の
日
時
・
場
所

　

12
月
16
日（
日
）
午
前
８
時
30
分
〜

　

斑
鳩
町
役
場
１
階　

第
３
会
議
室

申
込
用
紙
等
の
交
付
・
受
付

　

平
成
24
年
11
月
５
日（
月
）〜
22
日（
木
）

　
〔
土
・
日
曜
日
を
除
く
〕

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

　

役
場
福
祉
課
に
て

職種

臨
時
保
育
士

年齢

昭
和
23
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人

資格等

保
育
士
資
格
を
有
す
る
人
、
ま
た

は
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
に
資

格
取
得
見
込
み
の
人

雇用期間

平
成
25
年
４
月
１
日
〜

平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で

勤 務 時 間

①
〔
平　
日
〕

　
　
　
午
前
８
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　
　

午
後
５
時
15
分

①
〔
土
曜
日
〕

　
　
　
午
前
８
時
30
分
〜
正
午

　
　

�
長
時
間
・
延
長
保
育
に
よ
る

時
間
差
出
勤
が
あ
り
ま
す
。

②
〔
平　
日
〕

　
　
　
午
前
11
時
15
分
〜

　
　
　
　
　
　
　

午
後
８
時

③
〔
平　
日
〕

　
　
　
午
前
８
時
〜
正
午

※�

保
育
所
運
営
上
必
要
な
場
合

は
、
右
記
の
勤
務
形
態
を
変
更

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

試験方法

•
口
述
試
験

提出書類

•
職
員
採
用
試
験
受
験
申
込
書

•�

保
育
士
証
原
本
ま
た
は
資
格
取

得
見
込
証
明
書
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い
か
る
が
の
里
・
法
隆
寺
マ
ラ
ソ
ン

斑
鳩
三
塔
健
康
走
ろ
う
会

い
か
る
が
の
里
・
法
隆
寺
マ
ラ
ソ
ン

申
込　
11
月
８
日（
木
）〜
12
月
4
日（
火
）

日
時　
平
成
25
年
２
月
11
日（
祝
・
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
雨
天
決
行
）

　

選
手
受
付
…
午
前
９
時
〜
11
時
30
分

ス
タ
ー
ト　
ハ
ー
フ　

正
午

　
　
　
　
　

10
㎞　
　

12
時
50
分

会�

場　
す
こ
や
か
斑
鳩
・
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー

種
目10

㎞
の
部
（
男
女
別
）

　

•
男
子　

高
校
生
〜
29
歳
以
下
の
部

　

•
男
子　

30
歳
代
の
部

　

•
男
子　

40
歳
代
の
部

　

•
男
子　

50
歳
以
上
の
部

　

•
男
子　

60
歳
以
上
の
部

　

•
女
子　

高
校
生
〜
39
歳
以
下
の
部

　

•
女
子　

40
歳
以
上
の
部

ハ
ー
フ
の
部
（
男
女
別
）

　

•
男
子　

高
校
生
〜
29
歳
以
下
の
部

　

•
男
子　

30
歳
代
の
部

　

•
男
子　

40
歳
代
の
部

　

•
男
子　

50
歳
以
上
の
部

　

•
男
子　

60
歳
以
上
の
部

　

•
女
子　

高
校
生
〜
39
歳
以
下
の
部

　

•
女
子　

40
歳
以
上
の
部

参
加
資
格

　

•
高
校
生
以
上
の
健
康
な
人

　

•
次
の
制
限
時
間
内
に
走
れ
る
人

制
限
時
間
（
ハ
ー
フ
の
部
の
み
）

　

８
㎞
地
点　

…
…
…
…
…
…
…　

52
分

　

10
・
５
㎞
地
点　

…
…
…
…
…　

67
分

　

18
・
７
㎞
地
点　

…
…
…　

１
２
１
分

　

ゴ
ー
ル
地
点　

…
…
…
…　

１
３
５
分

参
加
料

　

•
一　

般　

…
…
…　

３
，
５
０
０
円

　

•
高
校
生　

…
…
…　

２
，
０
０
０
円

※�

参
加
取
り
消
し
も
し
く
は
大
会
中
止
の

場
合
で
も
、
参
加
料
は
お
返
し
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

斑
鳩
三
塔
健
康
走
ろ
う
会

申
込　
11
月
８
日（
木
）〜

　
　
　
　

平
成
25
年
１
月
８
日（
火
）

日
時　
平
成
25
年
２
月
11
日（
祝
・
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
雨
天
中
止
）

　

選
手
受
付
…
午
前
８
時
〜
８
時
30
分

ス
タ
ー
ト

　

法
隆
寺
コ
ー
ス　

…
…
…　

９
時
30
分

　

法
輪
寺
・
法
起
寺
コ
ー
ス

　
　
　
　
　
　
　

…
…
…
…　

９
時
40
分

会�

場　
す
こ
や
か
斑
鳩
・
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー

種　
目

•
法
隆
寺
コ
ー
ス
３
，
０
０
０
ｍ

•
法
輪
寺・法
起
寺
コ
ー
ス
６
，
７
０
０
ｍ

参
加
資
格　
健
康
な
人

参
加
料　
無
料

※�

申
込
用
紙
は
、
役
場
・
各
公
民
館
・
中

央
体
育
館
・
図
書
館
で
配
布
し
ま
す
。

※�

参
加
さ
れ
る
人
は
、
あ
ら
か
じ
め
医
師

の
診
断
を
受
け
健
康
管
理
に
十
分
注
意

し
、
ベ
ス
ト
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

※�

万
一
事
故
が
起
こ
っ
た
場
合
、
主
催
者

で
応
急
処
置
を
お
こ
な
い
ま
す
が
、
責

任
は
参
加
者
に
あ
る
も
の
と
し
ま
す
。

い
か
る
が
の
里
・
法
隆
寺
マ
ラ
ソ
ン
の

運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

い
か
る
が
法
隆
寺
マ
ラ
ソ
ン
事
務
局

　
　
　
　
　
（
☎
０
７
４
５
�
３
１
０
０
）

　

全
国
各
地
か
ら
多
く
の
ラ
ン
ナ
ー
が
参

加
す
る
伝
統
あ
る
「
い
か
る
が
の
里
・
法

隆
寺
マ
ラ
ソ
ン
」の
運
営
に
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　
平
成
25
年
２
月
11
日（
祝
・
月
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
頃

応�

募
方
法　
往
復
は
が
き
に
、
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、

12
月
10
日（
月
）ま
で
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。（
当
日
消
印
有
効
）

申
込
先　
〒
６
３
６―

０
１
５
３

　

斑
鳩
町
龍
田
南
１―

１―

61

　

い
か
る
が
法
隆
寺
マ
ラ
ソ
ン
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
央
体
育
館
内
）

参�

加
資
格　
町
在
住
で
大
会
日
時
の
間
す

べ
て
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
人
で
当

日
、
自
転
車
お
よ
び
徒
歩
で
参
加
可
能

な
人
。（
20
歳
以
上
）

※�

応
募
締
切
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
者

を
決
定
し
、
業
務
内
容
の
通
知
を
し
ま

す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
者
に
つ
い
て

は
、
実
行
委
員
会
で
傷
害
保
険
に
加
入

し
ま
す
。

第
26
回
小
田
原
尊
徳
マ
ラ
ソ
ン
大
会

参
加
者
募
集

開
催
日
時

　

平
成
25
年
３
月
10
日（
日
）

開
催
場
所　
神
奈
川
県
小
田
原
市
内

参
加
種
目　
ハ
ー
フ
及
び
10
㎞

募
集
人
数　
30
人
（
先
着
順
）

募
集
資
格　
町
内
在
住
・
在
勤
の
人

募
集
期
間　
11
月
５
日（
月
）〜
22
日（
木
）

※�

期
間
中
に
募
集
人
数
に
達
し
た
時
点
で

募
集
を
終
了
し
ま
す
。

参�

加
費　
１
人　

３
，
０
０
０
円
（
参
加

申
込
時
納
金
）

※�

エ
ン
ト
リ
ー
完
了
後
に
キ
ャ
ン
セ
ル
し

た
場
合
は
参
加
費
の
返
却
は
で
き
ま
せ

ん
。

そ
の
他
費
用

　

•�

現
地
で
の
食
事
、
宿
泊
費
（
ビ
ジ
ネ

ス
ホ
テ
ル
朝
食
付
８
，
０
０
０
円
〜

９
，
０
０
０
円
前
後
）
等
は
個
人
払

い
・
個
人
精
算
と
し
ま
す
。

　

•�

宿
泊
場
所
は
、
事
務
局
で
斡
旋
し
ま

す
。

中
央
体
育
館（
水
曜
休
館
）

（
☎
０
７
４
５
�
３
１
０
０
）

問合せ
申込

● 

ス
ポ
ー
ツ 

●



　斑鳩町陶芸クラブ員（約50名）
制作の花器・茶器・食器などの
陶芸作品を展示します。
日時　11月９日（金）〜12日（月）
　　　午前９時〜午後５時
　　　※12日は午後３時まで
場所　中央公民館展示室

中央公民館

斑鳩町
陶芸クラブ作品展

11/9〜
11/12
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　旬の食べ物を使って、子どもたちの食事
バランスについて一緒に考えましょう。
テーマ　「食事バランスガイドを使ってお料理講習会」
日時　11月20日（火）あわ保育園
　　　11月22日（木）たつた保育園
　両日とも午前11時～正午（申込不要）
※詳しくは両保育園まで

　あ　わ保育園（☎0745―74―1654）
　たつた保育園（☎0745―74―2203）

家庭支援講座

　　　　　　　　期間　12月１日（土）～
　　　　　　　　　　　　　　　２日（日）
　　　　　　　　場所　県立竜田公園・
　　　　　　　　　　　　　　　西公民館
イベント

12月１日（土）
　午前10時～：水難無事故祈願、
　　　　　　　竜田川で鯉の放流
　午前10時～午後３時：フリーマーケット
　午前11時～午後２時：
　　　　　　　　　　お茶席（堂山橋付近）
12月２日（日）
　午前10時～午後３時：フリーマーケット
　午前11時～午後２時：
　　　　　　　　　　お茶席（堂山橋付近）
後援事業
11月23日（祝・金）
　午前10時受付　
　　　12時出句締切：俳句会（西公民館）
　※要事前申込
　　　（斑鳩吟社　林　☎0745―75―5300）

斑鳩町観光協会（☎0745―74―6800）

竜田川紅葉祭り
「自立を育む、元気の出る子育て

　　　― 親の目、子の芽、地域の眼 ―」
日時　11月12日（月）午前９時30分〜11時
場所　中央公民館　大ホール
講師　羽衣国際大学　人間生活学部
　　　　　　　　教授　向出　佳司 さん
※託児あり（要事前申込）

中央公民館（☎0745―74―1511）
家庭教育講演会

11

12

日時　11月23日（祝・金）
　　　午後１時30分～午後３時
場所　中央公民館　大ホール
演題　「虹の家の活動報告
　　　〜ミュージックベルの演奏とともに〜」
発表者　NPO法人「虹の家」のみなさん

中央公民館（☎0745―74―1511）
斑鳩町人権セミナー

11

23

12/1〜
12/2

11/20・
11/22

　

•�

参
加
を
キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
場
合
、
宿

泊
費
の
キ
ャ
ン
セ
ル
料
を
徴
収
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

行
程

　

平
成
25
年
３
月
９
日（
土
）

　
　

�

午
前
８
時
30
分
出
発　

役
場
東
側
駐

車
場
出
発

　
　

午
後
３
時
頃　

小
田
原
市
内
見
学

　
　

午
後
５
時
頃　

宿
舎
到
着

　

平
成
25
年
３
月
10
日（
日
）

　
　

午
前
７
時　

宿
舎
出
発

　
　

午
前
７
時
30
分　

エ
ン
ト
リ
ー
受
付

　
　

午
前
９
時　

ス
タ
ー
ト

　
　

午
後
２
時　

現
地
出
発

　
　
午
後
８
時
頃　

役
場
東
側
駐
車
場
到
着

申�

込
方
法　
所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
申
込
先
ま
で
参
加
費
と

共
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申�

込
先　
す
こ
や
か
斑
鳩
・
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
中
央
体
育
館
内　

第
26
回
小
田

原
尊
徳
マ
ラ
ソ
ン
大
会
参
加
事
務
局

フ
リ
ー
テ
ニ
ス
大
会

日
時　
11
月
25
日（
日
）
午
前
９
時
〜

場
所　
中
央
体
育
館

資
格　
町
在
住
・
在
勤
の
人

種
別

　

団
体
戦
（
１
チ
ー
ム
６
人
〜
10
人
）

　

個
人
戦
（
男
女
混
合
ダ
ブ
ル
ス
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
年
齢
制
限
な
し

抽
選　
大
会
当
日
会
場
で
お
こ
な
い
ま
す

申
込　
11
月
５
日（
月
）〜
19
日（
月
）
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開
運
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
（
数
珠
）

の
購
入
に
ご
注
意
を

《
相
談
内
容
》

●�

新
聞
広
告
の
チ
ラ
シ
の
「
３
日
以
内
に

願
い
が
叶
う
。
効
果
が
な
け
れ
ば
返
金

す
る
」と
い
う
開
運
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト（
数

珠
）1
万
円
を
電
話
で
申
し
込
み
を
し
、

数
日
後
に
商
品
が
届
い
た
。

　

商
品
に
同
封
さ
れ
て
い
た
手
紙
に
、「
使

い
方
を
説
明
す
る
の
で
電
話
を
掛
け
て
く

だ
さ
い
」
と
書
い
て
あ
り
、
業
者
に
連
絡

を
し
た
。

　

話
を
す
る
う
ち
に
、
悩
み
を
聞
か
れ
答

え
る
と
、「
あ
な
た
に
は
悪
い
霊
が
つ
い

て
い
る
、
除
霊
し
な
い
と
大
変
な
こ
と
に

な
る
」
と
言
わ
れ
た
。
新
た
な
開
運
商
品

を
勧
誘
さ
れ
、
開
運
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
、
祈

祷
サ
ー
ビ
ス
等
に
50
万
円
以
上
支
払
っ
た

が
、
効
果
が
な
く
返
金
し
て
ほ
し
い
。

《
助
言
内
容
》

•�

広
告
に
は
、「
効
果
が
な
け
れ
ば
返
金

す
る
」
と
書
い
て
あ
り
ま
す
が
、
返
金

を
申
し
出
て
も
理
由
を
つ
け
、
応
じ
て

も
ら
え
な
い
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

•�
購
入
者
は
業
者
に
自
分
の
悩
み
を
打
ち

明
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
弱
み
を
握
ら

れ
て
お
り
、一
層
の
不
安
を
あ
お
ら
れ
、

解
約
の
申
し
出
が
で
き
な
い
、
認
め
て

も
ら
え
な
い
、
あ
る
い
は
次
々
と
商
品

の
勧
誘
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

•�

自
ら
申
し
込
ん
だ
開
運
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト

の
契
約
は
、
通
信
販
売
で
あ
る
た
め
、

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
の
適
用
は
な

い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

•�

そ
の
後
、業
者
に
電
話
を
掛
け
た
際
に
、

新
た
な
商
品
の
勧
誘
を
受
け
て
い
ま

す
。
こ
の
契
約
に
関
し
て
は
、
販
売
目

的
を
隠
し
電
話
を
掛
け
さ
せ
、
不
意
打

ち
的
に
勧
誘
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

電
話
勧
誘
販
売
に
該
当
す
る
可
能
性
が

高
く
、
書
面
の
交
付
が
な
け
れ
ば
、
8

日
を
過
ぎ
て
い
て
も
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
が
で
き
ま
す
。

•�

チ
ラ
シ
、
雑
誌
な
ど
に
掲
載
さ
れ
た
商

品
の
う
た
い
文
句
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
商

品
を
理
解
し
た
う
え
で
購
入
す
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
不
安
を
あ
お
る
よ
う

な
こ
と
を
言
わ
れ
て
も
、
す
ぐ
に
契
約

し
な
い
こ
と
、
購
入
す
る
気
が
な
い
場

合
は
き
っ
ぱ
り
断
り
ま
し
ょ
う
。

困
っ
た
時
は
…

消
費
生
活
相
談
日
（
斑
鳩
町
）

　

毎
週
木
曜
日　

午
後
１
時
～
４
時

　

た
だ
し
、
第
４
木
曜
日
は
午
前
９
時

　

～
正
午
・
午
後
１
時
～
４
時

※
月
に
よ
り
変
更
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

相
談
日
の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

相
談
員　
田
中　

由
香
利

　

問
合
せ　
住
民
課
（
☎
内
線
１
６
３
）

　

い
か
る
が
ホ
ー
ル
（
火
曜
休
館
）

（
☎
０
７
４
５
�
７
７
４
３
）

　

斑
鳩
町
制
施
行
65
周
年
を
記
念
し
て
、

「
岩
崎
宏
美
」
コ
ン
サ
ー
ト
及
び
オ
カ
リ

ナ
奏
者
の
「
宗
次
郎
」
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え

て
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
ス
テ
ー
ジ
、
さ
ら
に
地

元
合
唱
団
「
コ
ー
ル
い
か
る
が
」
と
の
共

演
で
お
楽
し
み
い
た
だ
け
る
音
楽
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時　
平
成
25
年
１
月
12
日（
土
）

　

午
後
５
時
開
場
、
午
後
５
時
30
分
開
演

場
所　
い
か
る
が
ホ
ー
ル　

大
ホ
ー
ル

入
場
料　
前
売　

２
，
０
０
０
円

　
　
　
　

当
日　

２
，
５
０
０
円

チ�

ケ
ッ
ト
購
入　
11
月
12
日（
月
）か
ら
い

か
る
が
ホ
ー
ル
窓
口
（
午
前
９
時
～
午

後
９
時
30
分
）
に
て
販
売

　

�（
本
公
演
は
、
電
話
予
約
、
他
の
い
か

る
が
ホ
ー
ル
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所
で
の
取

り
扱
い
は
い
た
し
ま
せ
ん
）

※�

前
売
り
チ
ケ
ッ
ト
完
売
の
場
合
は
当
日

券
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※�

未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※�

宝
く
じ
助
成
に
よ
る
特
別
料
金
の
た

め
、
い
か
る
が
ホ
ー
ル
友
の
会
の
割
引

及
び
先
行
販
売
は
あ
り
ま
せ
ん
。

斑
鳩
町
制
施
行
65
周
年
記
念
事
業

「
宝
く
じ　
ま
ち
の
音
楽
会
」

　

岩
崎
宏
美w

ith

宗
次
郎

　
　

～
心
の
ふ
る
さ
と
を
求
め
て
～

　

精
神
障
害
者
に
対
す
る
地
域
の
み
な
さ

ん
の
理
解
と
協
力
に
感
謝
の
思
い
を
伝
え

る
た
め
、「
第
２
回　

西
和
ふ
れ
あ
い
祭

り
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
11
月
17
日（
土
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所　

�

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

　

ま
ー
ぶ
る
（
斑
鳩
町
神
南
5―

14―

13
）

内
容　
模
擬
店
、
作
品
展
示
な
ど

問
合
せ

　

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
な
な
つ
ぼ
し

　
　
　
　
　
（
☎
０
７
４
５
�
２
３
９
０
）

第
２
回

西
和
ふ
れ
あ
い
祭
り
開
催

多
重
債
務
者
無
料
相
談
会

住
民
課
（
☎
内
線
１
６
２
）

　

奈
良
県
で
は
、
多
重
債
務
者
を
対
象
と

す
る
相
談
会
を
弁
護
士
会
・
司
法
書
士
会

等
と
共
同
で
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
悩
ん

で
お
ら
れ
る
人
は
ぜ
ひ
相
談
を
！

開
催
日
時
・
相
談
会
場

　

11
月
15
日（
木
）
午
後
１
時
～
４
時

　

斑
鳩
町
役
場
（
１
階
第
２
会
議
室
）

※
事
前
予
約
必
要
（
申
込
順
）

※
相
談
時
間
は
１
人
30
分

※�

他
の
相
談
日
、相
談
会
場
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
住
民
課
ま
で
。

消
費
生
活
相
談
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

消
費
生
活
相
談
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

消
費
生
活
相
談
室
か
ら
の
お
知
ら
せ
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障
害
者
虐
待
の
防
止
に
つ
い
て

　

障
害
者
の
生
命
、
財
産
、
権
利
を
守
る

た
め
の
法
律
で
あ
る
「
障
害
者
虐
待
防
止

法
」が
本
年
10
月
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

虐
待
は
、
障
害
者
が
自
分
ら
し
く
生
き
る

権
利
を
著
し
く
さ
ま
た
げ
ま
す
。
ま
た
、

虐
待
の
早
期
発
見
、
早
期
対
応
は
、
再
発

を
防
止
し
、
被
害
者
や
加
害
者
に
対
し
て

も
効
果
的
な
ケ
ア
を
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

も
し
、
身
近
な
家
庭
、
職
場
、
施
設
等

で
虐
待
と
思
わ
れ
る
事
例
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
通
報
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

通
報
先　
斑
鳩
町
役
場　

福
祉
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
５
�
１
０
０
１

（
☎
内
線
１
２
７
）

※�

な
お
、
夜
間
・
休
日
は
当
直
対
応
と
な

り
ま
す

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

　
　
　

☎
０
１
２
０―

０
０
７―

１
１
０

　
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
　
　
　

携
帯
電
話
使
用
可

　
　
　
　

Ｉ
Ｐ
電
話
使
用
不
可

　

子
ど
も
の
人
権
に
関
わ
る
問
題
全
般
を

人
権
擁
護
委
員
が
、
休
日
に
無
料
で
電
話

相
談
に
応
じ
ま
す
。（
秘
密
厳
守
）

日
時　
11
月
17
日（
土
）・
18
日（
日
）、

　

11
月
23
日（
祝
・
金
）～
11
月
25
日（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

問
合
せ　
奈
良
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

（
☎
０
７
４
２
㉓
５
４
５
７
）

全
国
一
斉

　
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

　

☎
０
５
７
０―

０
７
０―

８
１
０

（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
を
は
じ

め
と
し
て
職
場
等
に
お
け
る
セ
ク
シ
ャ
ル

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど

の
女
性
の
人
権
に
関
わ
る
問
題
全
般
に
つ

い
て
、
人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
厳
守
で
す
。
気

軽
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
11
月
12
日（
月
）～
18
日（
日
）

　
（
平
日
）
午
前
8
時
30
分
～
午
後
７
時

　
（
土
・
日
）
午
前
10
時
～
午
後
5
時

問
合
せ　
奈
良
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

（
☎
０
７
４
２
㉓
５
４
５
７
）

水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

上
水
道
課（
☎
０
７
４
５
�
１
４
０
１
）

　

水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
は
、
地
域
ご
と

に
基
準
日
を
定
め
て
２
か
月
ご
と
に
検
針

員
が
伺
っ
て
、
指
示
数
を
確
認
し
、
使
用

水
量
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

検
針
し
た
使
用
水
量
は
、
後
日
、
水
道

料
金
と
し
て
支
払
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
み
な
さ
ん
が
使
用

さ
れ
た
水
量
を
正
確
に
量
り
、
水
道
料
金

の
計
算
資
料
と
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

正
確
で
能
率
的
な
検
針
の
た
め
、
次
の

点
に
注
意
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼�

水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
を

置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▼�

水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
は
、
い

つ
も
き
れ
い
に
し
て
く
だ
さ
い
。

▼�

家
の
増
改
築
な
ど
で
水
道
メ
ー
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス
が
床
や
屋
内
に
な
る
と
き

は
、
屋
外
の
見
や
す
い
場
所
に
移
し
て

く
だ
さ
い
。

▼�

犬
は
放
し
飼
い
に
し
な
い
で
、
出
入
口

や
水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
か
ら
離
し

て
つ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▼�

ご
不
明
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
上

水
道
課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

奈
良
県
最
低
賃
金
が
改
定
さ
れ
ま
し
た

　
　
時
間
額　
六
九
九
円

　
　
（
平
成
24
年
10
月
６
日
発
効
）

最
低
賃
金
は
、
雇
用
形
態
や
呼
称
の
如
何

を
問
わ
ず
、
全
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ

ま
す
。

問
合
せ　
奈
良
労
働
基
準
監
督
局

（
☎
０
７
４
２
㉓
０
４
３
５
）
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父
子
家
庭
の
み
な
さ
ん
へ

「
児
童
扶
養
手
当
」
の
申
請
は
、

　
　
　
も
う
済
み
ま
し
た
か
？

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
自
立
を
支
援
す
る
た

め
、
平
成
22
年
８
月
分
手
当
か
ら
父
子
家

庭
も
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
対
象
に
な
り

ま
し
た
。（
所
得
制
限
有
り
）

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る
た
め
に

は
、
申
請
（
認
定
請
求
）
が
必
要
で
す
。

※�

手
当
は
、
申
請
月
の
翌
月
分
か
ら
の
支

給
に
な
り
ま
す
。

11
月
11
日
～
17
日
は

　
　
　
　
税
を
考
え
る
週
間

～
今
年
の
テ
ー
マ
は
、

　
「
税
の
役
割
と
税
務
署
の
仕
事
」
～

奈
良
税
務
署（
☎
０
７
４
２
㉖
１
２
０
１
）

●
週
間
中
の
主
な
活
動

•�

「
税
を
考
え
る
週
間
」特
集
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
開
設
（
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.nta.go.jp

）

•�

講
演
会
、
説
明
会
、
セ
ミ
ナ
ー
、
国
税

モ
ニ
タ
ー
座
談
会
の
開
催

•
税
に
関
す
る
作
文
の
表
彰

•
ｅ―

Ｔ
ａ
ｘ
の
利
用
促
進　
　

な
ど

年
末
調
整
説
明
会

　

奈
良
税
務
署　

法
人
課
税
第
６
部
門

（
☎
０
７
４
２
㉖
７
６
２
８
）

　

奈
良
税
務
署
管
内
（
奈
良
市
・
天
理
市
・

生
駒
市
・
大
和
郡
山
市
、
生
駒
郡
）
の
源

泉
徴
収
義
務
者
を
対
象
に
、
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

日�

時　
11
月
28
日（
水
）午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分

場
所　
奈
良
県
文
化
会
館（
国
際
ホ
ー
ル
）

　

奈
良
市
登
大
路
町
６―

２

税
理
士
に
よ
る
税
の
無
料
相
談

近
畿
税
理
士
会
奈
良
支
部

（
☎
０
７
４
２
㉖
１
６
５
５
）

　

近
畿
税
理
士
会
で
は
、
税
務
相
談
セ
ン

タ
ー
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
「
相
続
が
起
こ
っ
た
ら
ど
う
し
た
ら
い

い
の
？
」「
生
前
贈
与
を
し
た
い
ん
だ
け

ど
？
」
等
お
悩
み
の
人
は
、
ぜ
ひ
、
左
記

ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

税
理
士
が
秘
密
厳
守
・
相
談
無
料
で
親

切
・
丁
寧
に
対
応
し
ま
す
。

開
設
日
時

　

�

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日　

午
後
１
時
～

４
時（
祝
日
・
夏
期
・
年
末
年
始
・
確

定
申
告
時
期
を
除
く
）

開
設
場
所

　

奈
良
納
税
会
館
４
階

　
　
　

奈
良
市
登
大
路
町
14―

５

許
し
ま
せ
ん
！
滞
納

町
税
・
県
税
の
一
斉
滞
納
整
理
期
間

税
務
課
（
☎
内
線
１
５
５
・
１
５
６
）

　

地
方
税
の
公
平
・
公
正
を
確
保
し
、
納

税
者
の
信
頼
を
守
る
た
め
、
奈
良
県
で
は

今
年
度
も
11
月
・
12
月
を
「
市
町
村
税
・

県
税
の
一
斉
滞
納
整
理
期
間
」と
設
定
し
、

一
斉
に
重
点
的
な
滞
納
整
理
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

期
間
中
は
、
県
内
市
町
村
と
県
が
協
力

し
て
、
差
押
・
公
売
等
に
よ
る
滞
納
整
理

に
集
中
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

納
付
が
遅
れ
て
い
る
場
合
は
、
早
期
に

納
付
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

▲�

税
金
を
納
付
さ
れ
な
い

場
合
、
自
動
車
や
バ
イ
ク

を
差
し
押
え
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

11
月
の
納
税

○
国
民
健
康
保
険
税

　

（
普
通
徴
収
・
第
５
期
分
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　

（
普
通
徴
収
・
第
５
期
分
）

　
　

…
…
国
保
医
療
課

　

（
☎
内
線
１
１
２・１
１
４
）

○
介
護
保
険
料

　

（
普
通
徴
収
・
第
５
期
分
）

　
　

…
…
福
祉
課（
☎
内
線
１
２
３
）

納
期
限

11
月
30
日
㈮

お
忘
れ
な
く
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
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家
族
介
護
教
室

　

福
祉
課
（
☎
内
線
１
２
６
）

　

高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
家
族
や
近
隣

の
援
助
者
等
が
、
介
護
方
法
や
介
護
者
の

健
康
づ
く
り
等
に
つ
い
て
、
知
識
・
技
術

を
習
得
す
る
た
め
の
教
室
で
す
。

場
所　
生
き
生
き
プ
ラ
ザ
斑
鳩

対�

象
者　
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
家
族

や
近
隣
の
援
助
者
等
（
介
護
従
事
者
は

除
く
）

持�

物　
筆
記
用
具
（
12
月
14
日
参
加
者
は

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
）

費
用　
無
料

定
員　
各
教
室
30
人

申�

込　
各
教
室
の
前
日
ま
で
に
福
祉
課
へ

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

奈
良
労
働
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

～
雇
っ
た
ら
入
る
、
が
ト
ッ
プ
の
責
任
～

　
11
月
は

　
　
「
労
働
保
険
適
用
促
進
強
化
期
間
」

　

１
人
で
も
労
働
者
（
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ

イ
ト
も
含
ま
れ
ま
す
）
を
雇
っ
た
場
合
、

事
業
主
は
、
労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇

用
保
険
）に
加
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

労
災
保
険
は
、
労
働
者
が
業
務
上
や
通

勤
に
よ
る
負
傷
、
疾
病
、
障
害
、
死
亡
等

に
対
し
て
、
治
療
費
・
休
業
補
償
な
ど
の

必
要
な
保
険
給
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

雇
用
保
険
は
、
失
業
し
た
場
合
の
雇
用

の
継
続
が
困
難
と
な
る
場
合
に
対
し
て
失

業
給
付
・
事
業
主
助
成
な
ど
の
必
要
な
保

険
給
付
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
、
加
入
手
続
き
を
と
ら
れ
て
い
な

い
事
業
主
の
方
は
、
従
業
員
の
方
が
安
心

し
て
働
け
る
よ
う
、
加
入
手
続
き
を
お
こ

な
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
奈
良
労
働
局
総
務
部

　
　
　
　
　
　
　

労
働
保
険
徴
収
室

　
　
　
　
　
（
☎
０
７
４
２
㉜
０
２
０
３
）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

障
害
者
就
職
面
接
会
の
ご
案
内

　

県
下
各
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
就
職
を

希
望
す
る
障
害
の
あ
る
方
を
対
象
と
し
た

就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。
開
催
日
時

と
場
所
は
次
の
通
り
で
す
。
な
お
、
こ
の

面
接
会
の
参
加
企
業
な
ど
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

【
北
和
会
場
】

日
時　
11
月
14
日（
水
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
３
時
30
分

場
所　
な
ら
１
０
０
年
会
館

　
　
　
（
奈
良
市
三
条
宮
前
町
７―

１
）

【
中
南
和
会
場
】

日
時　
11
月
21
日（
水
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
３
時
30
分

場
所　
奈
良
県
産
業
会
館

　
　
　
　
（
大
和
高
田
市
幸
町
２―

33
）

問
合
せ

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
奈
良

　
　

☎
０
７
４
２
㊱
１
６
０
１
（
代
）

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
和
高
田

　
　

☎
０
７
４
５
�
５
８
０
１
（
代
）

子
ど
も
若
者
育
成
支
援
強
調
月
間

　
11
月
は
子
ど
も
若
者
育
成
支
援
強
調
月

間
で
す
。

　

青
少
年
の
健
全
な
育
成
に
つ
い
て
、
斑

鳩
町
青
少
年
問
題
協
議
会
で
は
、
年
間
を

通
じ
て
次
の
取
り
組
み
を
お
こ
な
っ
て
い

ま
す
。

●�

青
少
年
の
健
全
育
成
に
関
す
る
啓
発
活

動
●�

西
和
警
察
・
西
和
地
区
地
域
安
全
推
進

委
員
斑
鳩
支
部
と
の
町
内
巡
回
活
動

　
�〈

青
少
年
の
非
行
行
為
等
の
情
報
提
供

は
、
役
場
生
涯
学
習
課
ま
で
お
願
い
し

ま
す
〉

●�
青
少
年
悩
み
ご
と
相
談
（
毎
週
火
・
金
・

土
曜
日
）
中
央
公
民
館
内

※
要
予
約　

☎
０
７
４
５
�
０
０
７
７
）

屋
外
で
清
掃
や
花
壇
の

手
入
れ
な
ど
を
す
る
と
き
は

　

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
に

　
　
　

注
意
し
ま
し
ょ
う
！

　
　
　

健
康
対
策
課

（
☎
０
７
４
５
�
０
０
０
１
）

　

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
は
、
排
水
溝
の
側
面

や
ふ
た
の
裏
、
花
壇
の
ブ
ロ
ッ
ク
の
く
ぼ

み
、植
木
鉢
の
裏
な
ど
に
住
み
つ
き
ま
す
。

　

見
つ
け
た
と
き
は
、
市
販
の
家
庭
用
の

殺
虫
剤
を
吹
き
付
け
る
か
、
踏
み
つ
ぶ
す

な
ど
し
て
駆
除
し
て
く
だ
さ
い
。

　

清
掃
や
花
壇
の
手
入
れ
な
ど
屋
外
で
作

業
す
る
と
き
は
、
軍
手
や
ゴ
ム
製
の
手
袋

な
ど
を
着
用
し
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

万
一
か
ま
れ
た
と
き
は
、
で
き
る
だ
け

早
く
病
院
に
行
っ
て
治
療
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。
病
院
に
く

も
を
持
参
す
る

と
、
適
切
な
治
療

に
つ
な
が
り
ま

す
。

日　　程 内　　容

11月30日（金） 「無理のない移乗方法」「転ばぬ先の予防体操」

12月 7日（金） 「薬について」
「家族皆で介護予防」

12月14日（金）
「介護と食事とその心」
「介護しながら
簡単にできる調理実習」

12月21日（金） 「安心して介護ができるためのサービス」
時間：午後１時30分～３時30分
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観
光
産
業
課
（
☎
内
線
２
１
２
）

　

最
近
、
斑
鳩
町
で
は
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る

農
作
物
被
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
イ
ノ

シ
シ
は
本
来
、
お
と
な
し
い
性
格
の
臆
病

な
動
物
で
、
人
を
襲
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
餌
が
不
足
し
て
い
た
り
、

子
ど
も
を
連
れ
た
り
し
た
母
親
や
、
手
負

い
の
イ
ノ
シ
シ
は
人
間
を
襲
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。夜
間
は
、

山
沿
い
の
道
路
な
ど
で
も
目
撃
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
夜
間
の
散
歩
や
車
両
の
運
転

の
際
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、

携
帯
ラ
ジ
オ
な
ど
で
人
の
存
在
を
知
ら
せ

る
こ
と
も
イ
ノ
シ
シ
を
回
避
す
る
有
効
な

方
法
で
す
。

イ
ノ
シ
シ
の
生
態

•�
基
本
的
に
雑
食
で
す
が
、特
に
イ
モ
類
、

タ
ケ
ノ
コ
、
ミ
ミ
ズ
、
米
ぬ
か
な
ど
が

好
物
で
す
。

•�
障
害
物
が
あ
っ
て
も
、
身
の
危
険
が
な

い
と
わ
か
れ
ば
、鼻
で
こ
じ
開
け
る
か
、

体
当
た
り
で
突
破
し
ま
す
。

イ
ノ
シ
シ
に
遭
遇
し
た
ら

•�
何
も
し
て
こ
な
い
よ
う
な
ら
放
っ
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。
大
抵
は
何
も
せ
ず
通

り
過
ぎ
ま
す
。

•�
近
づ
い
て
き
た
場
合
、
慌
て
ず
に
ゆ
っ

く
り
と
後
ず
さ
り
し
て
く
だ
さ
い
。
急

に
動
く
と
、
イ
ノ
シ
シ
も
驚
い
て
思
わ

ぬ
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。

•�
棒
な
ど
を
持
っ
て
追
い
か
け
な
い
で
く

だ
さ
い
。
恐
怖
の
あ
ま
り
逃
げ
出
し
た

イ
ノ
シ
シ
が
周
り
の
人
を
襲
う
可
能
性

が
あ
る
の
で
危
険
で
す
。

日
頃
の
イ
ノ
シ
シ
対
策

•�
エ
サ
に
な
る
も
の
（
野
菜
く
ず
な
ど
の

生
ゴ
ミ
、
手
入
れ
の
さ
れ
て
い
な
い
柿

の
実
な
ど
）
を
放
置
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。

町
に
よ
る
イ
ノ
シ
シ
対
策

•�
農
作
物
被
害
な
ど
に
直
接
的
な
被
害
が

出
た
場
合
は
、
イ
ノ
シ
シ
は
有
害
鳥
獣

と
し
て
捕
獲
で
き
ま
す
。斑
鳩
町
で
は
、

一
昨
年
か
ら
有
害
鳥
獣
と
し
て
捕
獲
に

努
め
て
い
ま
す
。

　
　

奈
良
県
警
察
本
部
県
民
サ
ー
ビ
ス
課

　
　

犯
罪
被
害
者
支
援
係

　
　
　
　
（
☎
０
７
４
２
㉓
０
１
１
０
）

「
犯
罪
被
害
給
付
金
制
度
」
の
ご
案
内

　
「
犯
罪
被
害
者
給
付
制
度
」
と
は
、
故

意
の
犯
罪
行
為
に
よ
り
不
慮
の
死
を
遂
げ

た
犯
罪
被
害
者
の
遺
族
、
ま
た
は
、
重
傷

病
や
障
害
と
い
う
重
大
な
被
害
を
受
け
た

犯
罪
被
害
者
の
方
に
対
し
て
、
国
が
犯
罪

被
害
者
等
給
付
金
を
支
給
し
、
そ
の
精
神

的
・
経
済
的
打
撃
の
緩
和
を
図
り
、
再
び

平
穏
な
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う

支
援
す
る
も
の
で
す
。

　

犯
罪
被
害
者
等
給
付
金
は
、
そ
れ
ぞ
れ

次
の
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

•�
「
遺
族
給
付
金
」
…
亡
く
な
ら
れ
た

犯
罪
被
害
者
の
第
一
順
位
の
人

　

•�
「
重
傷
病
給
付
金
」
…
加
療
１
ヶ
月

以
上
か
つ
入
院
３
日
以
上
を
要
す
る

負
傷
ま
た
は
疾
病
（
精
神
疾
患
は
加

療
１
ヶ
月
以
上
か
つ
３
日
以
上
労
務

に
服
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
程
度
の

疾
病
）
を
負
っ
た
犯
罪
被
害
者
本
人

　

•�
「
障
害
給
付
金
」
…
法
令
に
定
め
る

程
度
の
障
害
（
障
害
等
級
第
１
級
～

14
級
）
が
残
っ
た
犯
罪
被
害
者
本
人

「
犯
罪
被
害
支
援
奈
良
県
民
の
集
い
」

　

地
域
社
会
で
犯
罪
被
害
者
を
支
え
る
と

と
も
に
、
地
域
社
会
が
一
丸
と
な
っ
て
犯

罪
と
対
決
す
る
機
運
を
高
め
、
安
全
で
安

心
の
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
の
集

会
を
開
催
し
ま
す
。（
参
加
無
料
）

日
時　
11
月
28
日（
水
）

　
　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

場
所　

�

奈
良
市
な
ら
ま
ち
セ
ン
タ
ー
市
民

ホ
ー
ル

　
　
　
（
奈
良
市
東
寺
林
38
番
地
）

主
催　

�

奈
良
県
・
奈
良
県
警
察
・
公
益
社

団
法
人
な
ら
犯
罪
被
害
者
支
援
セ

ン
タ
ー

内
容　

�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
お
か
や
ま
犯
罪
被
害

者
サ
ポ
ー
ト
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
ズ
理

事
の
市
原
千
代
子
氏
に
よ
る
特
別

講
演
の
ほ
か
奈
良
県
警
察
音
楽
隊

に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

公
益
財
団
法
人　
な
ら
犯
罪
被
害
者

支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
電
話
相
談
等

　

犯
罪
被
害
者
や
そ
の
ご
家
族
か
ら
の
電

話
相
談
、
ま
た
、
必
要
や
希
望
に
よ
り
、

予
約
制
で
面
接
相
談
、
専
門
家
に
よ
る
心

理
相
談
や
法
律
相
談
も
お
こ
な
っ
て
い
ま

す
。

相
談　
☎
０
７
４
２
㉔
０
７
８
３

　
　
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時
）

イ
ノ
シ
シ
出
没
注
意
！

11
月
25
日
か
ら
12
月
１
日
は

「
犯
罪
被
害
者
週
間
で
す
」

▶
有
害
鳥
獣
と
し
て
捕
獲
し
た
イ
ノ
シ
シ
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国
民
健
康
保
険
の
特
定
健
康
診
査
、
ま

た
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
健
康
診
査
が

ス
タ
ー
ト
し
て
４
年
半
が
過
ぎ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
特
定
健
康
診
査
等

を
受
け
た
人
は
、
引
き
続
き
、
し
っ
か
り

と
自
己
の
健
康
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

一
方
、
受
け
な
か
っ
た
人
は
ど
う
さ
れ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
「
仕
事
が
忙
し

い
」「
ど
こ
も
悪
く
な
い
か
ら
大
丈
夫
」「
普

段
か
ら
生
活
習
慣
に
は
気
を
付
け
て
い

る
」
な
ど
、
特
定
健
康
診
査
等
を
受
け
な

い
理
由
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

生
活
習
慣
病
は
、
気
が
付
い
た
こ
ろ
に

は
病
状
が
か
な
り
進
行
し
て
い
る
ケ
ー
ス

が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
病
状
が

改
善
す
る
ま
で
長
期
の
療
養
を
必
要
と

し
、
医
療
費
の
増
加
を
招
く
結
果
と
な
り

ま
す
。

　

超
高
齢
社
会
を
迎
え
、
少
し
で
も
医
療

費
の
増
加
を
抑
制
す
る
た
め
に
み
な
さ
ん

が
で
き
る
こ
と
は
、
特
定
健
康
診
査
等
を

受
け
、
ま
ず
自
分
の
健
康
状
態
に
目
を
向

け
る
こ
と
で
す
。
特
定
健
康
診
査
等
は
自

分
の
健
康
状
態
を
把
握
す
る
バ
ロ
メ
ー
タ

で
す
。
生
活
習
慣
の
見
直
し
や
、
早
期
治

療
を
は
じ
め
る
た
め
に
も
、
自
分
の
健
康

状
態
を
診
て
も
ら
い
、
数
値
で
確
認
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
特
定
健
康
診

査
等
を
受
け
、自
己
の
健
康
管
理
に
努
め
、

健
や
か
な
毎
日
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ

　

国
保
医
療
課

　
（
☎
内
線
１
１
３
・
１
１
４
）

　

健
康
対
策
課

　
　
　
　
　
（
☎
０
７
４
５
�
０
０
０
１
）

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

健
康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

自
分
の
健
康
管
理
は

ど
う
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

　

働
く
世
代
が
保
険
料
を
出
し
合
い
、
そ

れ
を
財
源
と
し
て
老
齢
世
代
に
年
金
を
支

給
す
る
、
世
代
と
世
代
の
助
け
合
い
の
仕

組
み 
︱ 
そ
れ
が
「
国
民
年
金
」
で
す
。

　

ま
た
、
老
後
だ
け
で
な
く
、
病
気
や
ケ

ガ
で
障
害
者
と
な
っ
た
と
き
、
配
偶
者
を

亡
く
し
て
遺
族
に
な
っ
た
と
き
に
も
年
金

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
の
保
険
料
は

　
月
額
１
４
，
９
８
０
円

　

保
険
料
は
20
歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で

の
40
年
間
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
こ

の
間
に
最
低
25
年
以
上
（
保
険
料
免
除
期

間
な
ど
を
含
む
）
の
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

　

学
生
本
人
の
所
得
が
一
定
基
準
以
下
の

場
合
、
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
保
険
料
が

猶
予
さ
れ
ま
す
。（
こ
の
期
間
は
年
金
を

受
け
る
た
め
に
必
要
な
期
間
に
算
入
さ
れ

ま
す
が
、
老
齢
基
礎
年
金
の
額
に
は
反
映

さ
れ
ま
せ
ん
。）

　

学
生
以
外
の
人
で
、
経
営
不
振
、
失
業

な
ど
で
保
険
料
を
納
め
る
の
が
困
難
な
と

き
は
、「
保
険
料
免
除
制
度
」
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。（
申
請
者
本
人
、
配
偶
者
、

世
帯
主
の
所
得
等
に
よ
り
免
除
さ
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。）
ま
た
、
20
歳
代
で
、

所
得
の
高
い
世
帯
主
に
よ
り
免
除
の
対
象

に
な
ら
な
い
人
等
に
は
、「
納
付
猶
予
制

度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

所
得
の
基
準
や
申
請
の
期
限
等
に
つ
き

ま
し
て
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※�

学
生
納
付
特
例
制
度
お
よ
び
保
険
料
免

除
制
度
は
、
原
則
と
し
て
毎
年
度
申
請

が
必
要
で
す
。

国
民
年
金
の
お
問
い
合
わ
せ
は

　
　

国
保
医
療
課
（
☎
内
線
１
１
５
）

保
険
料
を
納
め
る
の
が
困
難
な
人
は

免
除
制
度
等
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

明
日
の

　

あ
な
た
を

　
　
　

考
え
て
…

年
金
は
あ
な
た
が

　
　
　

主
人
公
で
す

年
金
は
あ
な
た
が

　
　
　

主
人
公
で
す

年
金
は
あ
な
た
が

　
　
　

主
人
公
で
す

明
日
の

　

あ
な
た
を

　
　
　

考
え
て
…

明
日
の

　

あ
な
た
を

　
　
　

考
え
て
…

〜
11
月
は

　
　

年
金
月
間
で
す
〜

〜
11
月
は

　
　

年
金
月
間
で
す
〜

〜
11
月
は

　
　

年
金
月
間
で
す
〜
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環
境
対
策
課
（
☎
内
線
１
３
３
）

　

浄
化
槽
は
、
使
い
方
を
誤
っ
た
り
、
維

持
管
理
を
適
切
に
お
こ
な
わ
な
い
と
、
放

流
水
の
水
質
が
悪
化
し
た
り
、
悪
臭
の
原

因
と
な
り
ま
す
。

　

浄
化
槽
法
で
は
、
浄
化
槽
を
適
正
に
管

理
す
る
た
め
、
浄
化
槽
を
設
置
さ
れ
て
い

る
人
に
適
正
な
管
理
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

①
保
守
点
検
（
定
期
的
）

　

浄
化
槽
が
正
し
く
機
能
し
て
い
る
か
ど

う
か
を
、
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。
常

に
良
好
な
状
態
に
保
つ
た
め
、
定
期
的
に

保
守
点
検
（
機
械
の
調
整
、
修
理
及
び
消

毒
剤
の
補
給
な
ど
）
を
お
こ
な
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。

＊�

家
庭
用
の
浄
化
槽
で
は
４
か
月
に
１
回

（
処
理
対
象
人
員
が
21
人
以
上
の
も
の

は
３
か
月
に
１
回
）
以
上
お
こ
な
う
よ

う
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

＊�

管
理
者
自
ら
が
点
検
で
き
な
い
場
合

は
、
県
知
事
の
登
録
を
受
け
た
浄
化
槽

保
守
点
検
業
者
に
委
託
し
て
必
ず
点
検

を
し
て
く
だ
さ
い
。

②
清　
　
掃
（
毎
年
１
回
以
上
）

　

浄
化
槽
を
適
正
に
使
用
し
て
い
て
も
、

１
年
ぐ
ら
い
経
過
す
る
と
浄
化
槽
の
中
に

は
汚
泥
が
少
し
ず
つ
た
ま
り
、
こ
れ
を
放

置
す
る
と
放
流
水
と
い
っ
し
ょ
に
流
出
し

て
し
ま
う
だ
け
で
な
く
、
浄
化
槽
の
働
き

を
悪
く
す
る
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

　

浄
化
槽
を
使
い
は
じ
め
て
か
ら
、
１
年

経
過
後
か
ら
毎
年
１
回
以
上
、
浄
化
槽
の

清
掃
（
洗
浄
・
汚
泥
の
抜
き
取
り
）
の
実

施
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

＊
町
の
許
可
業
者
に
委
託
し
て
く
だ
さ
い
。

③�

法
定
検
査
（
使
用
開
始
後
６
～
８
か
月

経
過
後
・
毎
年
１
回
）

　

保
守
点
検
や
清
掃
が
適
正
に
お
こ
な
わ

れ
て
、
浄
化
槽
の
働
き
が
正
常
に
維
持
さ

れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
機
能
検
査
や
水

質
検
査
な
ど
を
お
こ
な
う
総
合
的
な
検
査

で
す
の
で
、
必
ず
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

＊�
検
査
は
、管
理
者
が
指
定
検
査
機
関（
知

事
が
指
定
）
へ
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

浄
化
槽
法
に
よ
り
、「
保
守
点
検
と
清

掃
を
実
施
し
な
い
人
」
や
「
法
定
検
査

を
受
検
し
な
い
人
」
は
、
処
罰
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
点
検
・
清
掃
業
者
（
五
十
音
順
）

　

国
見
工
業（
有
）　
点
検
・
清
掃

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
５
�
５
２
０
１

　
（
有
）清
水
環
境
開
発

　
　

点
検
…
☎
０
７
４
５
�
６
２
２
４

　
　

清
掃
…
☎
０
７
４
５
�
４
４
８
８

　

ヤ
マ
ト
ホ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス　
点
検

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
５
�
３
０
３
９

○
指
定
検
査
機
関

　

社
団
法
人　

奈
良
県
環
境
保
全
協
会

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
５
�
５
１
６
１

＊
詳
し
く
は
、
環
境
対
策
課
ま
で

　

家
庭
か
ら
出
る
ご
み
な
ど
を
、
ド
ラ
ム

缶
や
簡
易
焼
却
炉
、
野
外
で
焼
く
「
野
焼

き
」
行
為
は
、
一
部
の
例
外
を
除
い
て
法

律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
み
は
庭
な
ど
で
燃
や
さ
ず
、
き
ち
ん

と
分
別
し
て
、
決
め
ら
れ
た
収
集
日
に
出

し
ま
し
ょ
う
。

ど
う
し
て
だ
め
な
の
？

　

ビ
ニ
ー
ル
や
段
ボ
ー
ル
な
ど
を
ド
ラ
ム

缶
や
庭
で
燃
や
す
と
、
黒
い
煙
や
い
や
な

臭
い
が
出
て
ご
近
所
に
迷
惑
に
な
り
ま

す
。
そ
れ
に
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
な
ど
の
有

害
物
質
も
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。紙

や
段
ボ
ー
ル
も
だ
め
な
の
？

　

紙
く
ず
や
段
ボ
ー
ル
は
、印
刷
や
漂
白
、

合
成
の
り
な
ど
、
化
学
処
理
が
さ
れ
て
い

る
た
め
、
野
焼
き
を
す
る
と
有
害
物
質
が

出
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

☆�

次
の
項
目
は
、
例
外
と
し
て
野
焼
き
が

認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

①�

国
や
自
治
体
が
そ
の
施
設
の
管
理
を
行

う
た
め
に
必
要
な
場
合

②�

災
害
の
予
防
、
応
急
対
策
ま
た
は
復
旧

の
た
め
に
必
要
な
場
合

③�

地
域
の
慣
習
上
ま
た
は
宗
教
上
の
行
事

を
お
こ
な
う
た
め
に
必
要
な
場
合

④�

農
業
、
林
業
を
営
む
た
め
に
や
む
を
得

な
い
場
合
（
稲
わ
ら
の
焼
却
な
ど
）

　

＊�

肥
料
袋
な
ど
廃
ビ
ニ
ー
ル
は
含
ま
れ

ま
せ
ん
。

⑤�

日
常
生
活
を
営
む
う
え
で
通
常
お
こ
な

わ
れ
る
焼
却
で
あ
っ
て
軽
微
な
も
の

（
落
ち
葉
の
た
き
火
な
ど
）

　

＊�

新
聞
や
段
ボ
ー
ル
な
ど
は
含
ま
れ
ま

せ
ん
。

※�

例
外
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
近
隣
の
迷

惑
と
な
ら
な
い
よ
う
に
、
時
間
帯
、
風

向
き
等
に
十
分
注
意
を
し
て
く
だ
さ

い
。

違
法
な
野
焼
き
を
目
撃
し
た
と
き
は
、
西

和
警
察
署
（
☎
０
７
４
５
�
０
１
１
０
）

ま
た
は
、
役
場
環
境
対
策
課
（
☎
内
線

１
３
３
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

浄
化
槽
は
、

　
適
正
に
管
理
し
ま
し
ょ
う

家
庭
の
ご
み
を

　

燃
や
さ
な
い
で
！

　

違
法
な
野
焼
き
を
し
た
と
き
は
、

違
反
者
に
５
年
以
下
の
懲
役
ま
た

は
、
一
千
万
円
以
下
の
罰
金
が
課
せ

ら
れ
ま
す
。
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情
報
公
開
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
　
　

情
報
公
開
総
合
公
開
窓
口

　
（
☎
内
線
２
７
２
）

　

斑
鳩
町
情
報
公
開
制
度
は
、
町
が
管
理

し
て
い
る
公
文
書
を
公
開
す
る
こ
と
に
よ

り
、
町
政
に
対
す
る
町
民
の
み
な
さ
ん
の

理
解
と
信
頼
を
深
め
、
積
極
的
な
町
政
へ

の
参
加
に
役
立
つ
よ
う
に
設
け
ら
れ
た
制

度
で
す
。

①�　

公
開
を
原
則
と
し
、
非
公
開
と
す
る

情
報
は
最
小
限
に
し
ま
す
。

②�　

個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
は
最

大
限
の
配
慮
を
し
ま
す
。

③�　

利
用
者
に
と
っ
て
わ
か
り
や
す
く
、

よ
り
利
用
し
や
す
い
制
度
に
な
る
よ
う

努
め
ま
す
。

　

情
報
公
開
総
合
公
開
窓
口
（
役
場
２
階

総
務
課
内
）
で
は
公
文
書
の
開
示
請
求
だ

け
で
な
く
、
町
政
に
関
す
る
刊
行
物
や
資

料
な
ど
も
展
示
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

利�

用
時
間　

月
〜
金
曜
日（
祝
日
・
年
末

年
始
は
除
く
）午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
30
分

（
環
境
対
策
課　

☎
内
線
１
３
３
）

　

犬
と
猫
は
私
た
ち
の
生
活
に
か
か
わ

り
、
安
ら
ぎ
や
楽
し
さ
を
た
く
さ
ん
与
え

て
く
れ
る
存
在
と
し
て
、
時
代
の
流
れ
に

合
わ
せ
て
共
生
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
流
れ
の
中
で
犬
は
つ
な
い
で
飼
育

す
る
こ
と
と
な
り
、
所
有
者
の
義
務
も
明

確
に
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
猫
は
昔
か
ら

の
生
活
ス
タ
イ
ル
を
変
え
る
こ
と
な
く
こ

れ
ま
で
同
様
自
由
に
行
動
し
、
社
会
も
人

も
そ
れ
を
当
た
り
前
と
し
て
き
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
近
年
、
無
責
任
な
エ
サ
や
り

に
よ
る
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
、
ふ
え
す
ぎ
た
野

良
猫
に
よ
る
ふ
ん
尿
の
被
害
、
鳴
き
声
の

問
題
な
ど
、
様
々
な
苦
情
や
相
談
が
寄
せ

ら
れ
て
き
ま
す
。

　

飼
い
猫
は
、
飼
い
主
が
責
任
を
も
っ
て

適
正
な
飼
育
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

●
室
内
飼
育
に
努
め
ま
し
ょ
う

　

�　

室
内
飼
い
す
る
こ
と
で
野
良
猫
が
減
り

ま
す
。
完
全
室
内
飼
育
は
ケ
ン
カ
、
交
通

事
故
、
感
染
症
の
予
防
に
な
り
ま
す
。

●��

居
住
環
境
に
合
っ
た
匹
数
を
飼
育
し
ま

し
ょ
う

　

�　

居
住
環
境
及
び
周
辺
の
生
活
環
境
に

配
慮
し
ま
し
ょ
う
。
責
任
を
も
っ
て
飼

え
る
匹
数
と
し
、
多
数
の
飼
育
は
避
け

ま
し
ょ
う
。

●
猫
用
ト
イ
レ
は
清
潔
に
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

　

�　

常
に
清
掃
し
、
悪
臭
の
発
生
を
防
ぎ

ま
し
ょ
う

●�

自
分
の
飼
い
猫
で
あ
る
こ
と
が
識
別
で

き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

　

�　

飼
い
主
は
自
分
の
猫
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
よ
う
首
輪
に
名
札
等
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。
も
し
迷
子
に
な
っ
て
し
ま
っ

て
も
み
つ
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

�　

安
易
な
気
持
ち
で
飼
い
主
に
な
っ
た

り
、
遺
棄
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
�　

猫
の
健
康
管
理
に
気
を
つ
け
て
、
病

気
や
け
が
の
治
療
ま
で
、
家
族
の
一
員

と
し
て
愛
情
と
責
任
を
持
っ
て
終
生
飼

育
し
ま
し
ょ
う
。

飼
い
主
の
な
い
猫
に
む
や
み
に

エ
サ
を
与
え
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
！

　

か
わ
い
そ
う
だ
か
ら
と
飼
う
気
が
な
い

の
に
エ
サ
を
あ
げ
て
し
ま
う
と
、
爆
発
的

に
数
が
増
え
、
増
え
て
し
ま
っ
た
猫
は
住

宅
に
侵
入
し
、
他
人
に
迷
惑
を
か
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
猫
同
士
で
病
気

が
は
や
る
な
ど
、
猫
に
と
っ
て
住
み
に
く

い
環
境
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
不
幸
な
猫
を

増
や
さ
な
い
た
め
に

も
、
エ
サ
を
絶
対
に
あ

げ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

猫
を
飼
っ
て
い
る
方
へ

（
総
務
課　

☎
内
線
２
７
４
）

　

犯
罪
が
多
発
す
る
年
末
に
向
け
て
、

年
末
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
１
０
０
日

間
、
西
和
地
区
の
各
地
域
に
お
い
て
、

「
犯
罪
ゼ
ロ
」
を
目
指
し
て
、
地
域
性

あ
ふ
れ
る
ア
イ
デ
ア
満
載
の
さ
ま
ざ

ま
な
防
犯
施
策
・
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を

す
る
こ
と
に
よ
り
、
防
犯
意
識
の
高
揚

と
、
犯
罪
等
の
発
生
を
抑
止
す
る
た

め
、
西
和
地
区
防
犯
協
議
会
等
の
主
催

に
よ
り
、「
犯
罪
ゼ
ロ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ

１
０
０
日
作
戦
」
が
お
こ
な
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

斑
鳩
町
で
も
22
の
自
主
防
犯
団
体

等
が
こ
の
取
り
組
み
に
参
加
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

自
治
会
で
も
自
主
防
犯
団
体
を
組

織
さ
れ
、
こ
の
よ
う
な
防
犯
活
動
に
取

り
組
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

す
が
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
お
こ
な
う

こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
の
人
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
増
え
、
地
域
の

絆
が
強
ま
っ
た
と
話
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

自
治
会
は
、
地
域
の
人
た
ち
が
集

い
、
話
し
合
い
、
協
力
し
合
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
よ
り
よ
い
地
域
づ
く
り
を
め

ざ
す
団
体
で
す
。
日
頃
か
ら
自
治
会
活

動
等
を
通
し
て
隣
近
所
と
交
流
す
る

機
会
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

自
治
会
で
地
域
の

　
絆
を
強
め
ま
し
ょ
う

　
～
犯
罪
ゼ
ロ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
　
　
１
０
０
日
作
戦
実
行
中
～



●場　所：記載以外は保健センター
●申込先：保健センター
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斑鳩町に警報発令時には検診・教室等を中止することがあり
ますので「保健センター」まで問い合わせてください。

☆申し込み時に、必ず前回受診日をお知らせください。【子宮がん・乳がん検診は2年に1回です。】
☆検診時は、必ず健康手帳をご持参ください。
☆検診結果は約1か月後に受診者全員に郵送します。
☆�胃がん・肺がん検診当日は、ボタン・金具などのない無地のＴシャツなどで、体をしめつけない服装でお越

しください。
　※検診で手話通訳が必要な人は fax で申し込んでください。（fax0745�0903）
　※子宮がん・乳がん・胃がん・肺がん検診時には託児があります。希望の人は事前に申し込んでください。

こころの健康相談（予約制）
•こころの病気かどうか心配である
•�最近家族の様子がおかしい、どう接したらよいか分からない
•治療や社会復帰について知りたい
•人とうまくつきあえない、不安やゆううつを感じている
　などの相談に応じています。

●相談日：11月19日（月）
●時　間：午後１時～３時
●定　員：２人
●相談員：精神保健福祉士

は
つ
ら
つ
運
動
教
室（
今
年
度
最
終
で
す
）

日
時　
11
月
20
日（
火
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

内
容　

�

ス
ト
レ
ッ
チ
と
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

対
象　
町
在
住
の
20
歳
以
上
の
人

場
所　
生
き
生
き
プ
ラ
ザ
斑
鳩

　
　
　
　
　

機
能
回
復
訓
練
コ
ー
ナ
ー

持
物　
飲
み
物
・
タ
オ
ル

申
込　
11
月
15
日（
木
）ま
で

個
別
栄
養
相
談
（
予
約
制
）

　

高
血
圧
・
高
血
糖
・
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
程　
11
月
22
日（
木
）・
26
日（
月
）・

　
　
　

12
月
４
日（
火
）・
10
日（
月
）

時
間　
午
前
10
時
～
午
後
4
時
30
分

　
　
　
　
（
一
人
一
時
間
程
度
）

骨
密
度
測
定
（
今
年
度
最
終
で
す
）

日
時　
12
月
14
日（
金
）

　
　
　

午
前
９
時
～
11
時

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

対
象　
町
在
住
の
20
歳
以
上
の
人

定
員　
１
２
０
人
（
先
着
順
）

持
物　
健
康
手
帳

申
込　
11
月
５
日（
月
）か
ら

※�

申
し
込
み
時
に
予
約
時
間
を
お
伝
え
し

ま
す
。

事業名 実施日 受付時間 対象者 注　意　事　項

大 腸 が ん 検 診
（容器提出日）

11月21日㈬
9：00～
　11：00

受
付
30
分
前
の
番
号
札
は
な
く
な
り
、
時
間
予
約
制
と
な
り
ま
し
た
。

35歳以上
○ 採便容器は事前に保健センター
で購入してください。（容器代
300円）

12月6日㈭
12月20日㈭

胃がん・肺がん
セット検診

11月28日㈬
11月29日㈭

8：30～
　10：00
申込先着
各70人

40歳以上 ○ 検査前日の夕食は、午後9時ま
でにすませてください。
○検査当日の朝は、絶飲食です。
　（水・煙草・薬も飲まないでください）胃 が ん 検 診

8：30～
　10：00
申込先着
各20人

35歳以上

肺 が ん 検 診
10：30～
　11：00
申込先着
各20人

40歳以上
○ 喀たん容器は保健センターで当
日購入してください。
　（容器代270円）

子 宮 が ん 検 診

12月１日㈯

12：45～
　13：15
申込先着
30人

20歳以上の女性
平成23年度に町の
子宮がん検診を受診
されていない人

○ 検査当日に生理中の人は受診で
きません。

乳 が ん 検 診
マンモグラフィ・
視触診併用

12：45～
　13：30
申込先着
40人

40歳以上の女性
平成23年度に町のマ
ンモグラフィ検診を
受診されていない人

○検診を受けられない人
•ペースメーカーを入れている人
•乳房形成術を受けた人
•授乳中の人

子宮がん・乳がん
セット検診
マンモグラフィ・
視触診併用

14：00～
　14：45
申込先着
60人

40歳以上の女性
平成23年度に町の
子宮がん・乳がん検診
を受診されていない人

○検診を受けられない人
•ペースメーカーを入れている人
•乳房形成術を受けた人
•授乳中の人
•生理中の人

［ ］
［ ］
［ ］

［ ］

［ ］

大腸がん検診の無料クーポン券の期限は、12月20日までです。早めに受診しましょう

子宮がん・乳がん検診の無料クーポン券も早めに利用して受診しましょう

～ 今年度の各種がん検診（集団）は下記の日程が最後となります。受診がまだの人は、忘れずにお申し込みください。～



●場　所：記載以外は保健センター
●申込先：保健センター
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事業名 実施日 受付時間 対象者 内容等

子 育 て 教 室 11月19日㈪ 9：45～
　10：00

健
診
の
受
付
簿
は
受
付
開
始
時
間
の
30
分
前
に
出
し
ま
す
。

就園までの児と
その保護者

○テーマ：風邪を予防しよう！
内容：手遊び、ペープサートなど
※先着30組　　申込：11月1日（木）から

双 子 ク ラ ブ 11月21日㈬ 10：00～
　11：30

多生児を育てている
人・妊娠している人

○交流会
申込：前日まで

パ パ マ マ
スクールサロン 11月22日㈭ 10：00～

　11：30 妊娠中の人 〇保健師の「新生児期のよくわかる育児の
話」　　申込：前日まで

乳 幼 児 相 談
（個　別）

11月27日㈫ 9：30～
　11：00 就学までの児 〇育児や食事のことなどについての相談

申込：前日まで
12月11日㈫ 13：30～

　15：00

3 歳 児 健 診
（内科・歯科） 11月30日㈮ 13：00～

　13：30 Ｈ21年2・3月生
〇内科・歯科診察、身体計測、フッ素塗布等
持物： 母子健康手帳、問診票、朝一番の尿、

コップ、歯ブラシ
対象者には個人通知します。

乳 幼 児 相 談
（身体計測） 12月3日㈪ 13：30～

　15：00 就学までの児
〇身長・体重・頭囲・胸囲測定
持物：母子健康手帳
定員：80人　　申込：11月12日（月）から

わんぱく広場

12月5日㈬

9：45～
　10：00

Ｈ23年12月生・
Ｈ24年1月生

○ 発達と育児のポイントについての話（し
つけ、卒乳等）
持物：母子健康手帳、筆記用具
申込：前日まで

13：15～
　13：30 Ｈ24年6・7月生

○ 発達と育児のポイントについての話（赤
ちゃん体操等）
持物：母子健康手帳、筆記用具
申込：前日まで

12月6日㈭ 13：15～
　13：30 Ｈ24年4・5月生

○ 発達と育児のポイントについての話（歯
みがき、事故防止等）
持物：母子健康手帳、筆記用具
申込：前日まで

1歳6か月児健診
（内科・歯科） 12月13日㈭ 13：00～

　13：30 Ｈ23年4・5月生
〇内科・歯科診察、身体計測等
持物：母子健康手帳、問診票
対象者には個人通知します。

☆詳しくは保健センターまで問い合わせてください。

４
種
混
合
予
防
接
種
の

　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

　

平
成
24
年
11
月
よ
り
現
行
の
３
種
混
合

（
ジ
フ
テ
リ
ア
、
百
日
咳
、
破
傷
風
）
ワ

ク
チ
ン
に
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
を
含

む
４
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
予
防
接
種

が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
予
防
接
種
状
況
に
応
じ
て

接
種
す
る
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
や
回
数
が
異

な
り
ま
す
の
で
、
母
子
健
康
手
帳
を
確
認

し
、
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

対�

象
者　
生
後
３
か
月
～
９
０
か
月
未
満

で
、
３
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
・
ポ
リ
オ
ワ

ク
チ
ン
い
ず
れ
も
未
接
種
の
方

標
準
的
な
接
種
時
期

初
回
接
種　

�

初
回
接
種　

生
後
３
～
12

か
月
の
間
に
３
回
接
種

　
　
　
　
（
20
～
56
日
の
間
隔
を
あ
け
て
）

追
加
接
種　

�

初
回
接
種
終
了
後
12
～
18

か
月
の
間
隔
を
あ
け
て
１

回
接
種

接
種
医
療
機
関

•
植
田
医
院
（
０
７
４
５
�
５
５
９
０
）

•
川
本
医
院
（
０
７
４
５
�
３
４
７
１
）

•
坂
本
医
院
（
０
７
４
５
�
２
０
２
３
）

•
新
谷
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
（
０
７
４
５
�
０
０
０
８
）

•
吉
岡
医
院
（
０
７
４
５
�
１
５
２
５
）

●4種混合導入以降の接種方法
現在の接種状況 今後の接種内容

①　�3種混合ワクチン・ポリオワクチ
ンのいずれもまだ接種していない
人

4種混合ワクチンを接種

②　�3種混合ワクチン又はポリオワク
チンのいずれかのワクチンを既に
接種している人

3種混合ワクチンと単独の不活化ポリオ
ワクチンを接種



11月号
平成24年11月1日発行

（通巻566号）

人 の 動 き
　 ₂₈ , ₅₃₆人
　　（前月比　－18）
　　男₁₃ , ₅₅₄人
　　女₁₄ , ₉₈₂人

　 　₁₁ , ₁₃₉世帯
　　（前月比　＋₅）

（平成24年９月30日現在）
問い合わせ
斑鳩町総務部企画財政課
〒636-0198
奈良県生駒郡斑鳩町
法隆寺西3丁目7－12
☎　0745�1001
�　0745�1011
※かけ間違いに注意！

　100歳以上の方にお話を聞
くことははじめてでしたが、
みなさんあまりにぴんぴんさ
れていて、100歳という実感
がまるでわきませんでした。
自分のだらしなさが身にしみ
て、せめてそのはつらつとし
た笑顔だけでも見習わない
と、と思った一日でした。

広報

ホームページ
http://www.town.
       ikaruga.nara.jp/
E メール  info@town.ikaruga.nara.jp

＊�この「広報斑鳩」は町内の全家庭に直接お届けしています。ご
近所で配布されていない家庭がありましたらご連絡ください。
問合せ：役場総務課（☎0745-74-1001　内線273）ISO14001を認証取得しました

（斑鳩町役場）
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た

　

健
全
な
食
生
活
は
、
生
涯
に

わ
た
っ
て
生
き
生
き
暮
ら
し
て

い
く
た
め
の
基
本
と
な
り
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
、
バ
ラ
ン
ス

の
良
い
食
事
や
自
分
に
あ
っ
た

食
事
量
な
ど
の
正
し
い
知
識
を

持
ち
、
食
に
対
す
る
関
心
を
深

め
ま
し
ょ
う
。

★�

食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド

を
活
用
し
よ
う
！

　
「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」は
、

一
日
に
「
何
を
」「
ど
れ
だ
け
」

食
べ
た
ら
い
い
か
を
示
し
た
も

の
で
す
。
一
日
３
度
の
食
事
の

組
み
立
て
に
、
活
用
し
ま
し
ょ

う
。

食
育
に
関
心
を
も
と
う

（栄養価：一人あたり98kcal）

～ みんなが喜ぶヘルシー料理レシピ ～
〈☆かぼちゃのごま酢あえ☆〉

（作り方）
❶�かぼちゃは７㎜角位の棒状に
切る。熱湯で少し硬めにゆでる。

❷�きゅうりは薄切りにして、塩
をしてしんなりしたら、さっ
と水洗いをして、水気を絞る。

　　　　❸ごま酢の材料を合わせて、食べる前に和える。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
感
染
力
が

強
く
、
い
っ
た
ん
流
行
が
始
ま
る

と
、
短
期
間
で
拡
が
る
た
め
、
毎

年
多
く
の
人
が
感
染
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
や
高
齢
者
は
、
重
症
化

し
や
す
い
た
め
、
特
に
注
意
が
必

要
で
す
。

●
手
洗
い
・
う
が
い
を
す
る

●�

人
混
み
や
繁
華
街
へ
の
外
出
を

控
え
る

●�

外
出
時
に
は
マ
ス
ク
を
着
用
す

る
●
室
内
の
乾
燥
に
注
意
す
る

●�

食
事
や
睡
眠
を
し
っ
か
り
と
る

な
ど
体
調
を
万
全
に
す
る

●�

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の

予
防
接
種
を
受
け
る

予
防
し
よ
う
！

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

一、�歴史と文化を大切にし、貴重な遺産を次の世代に
伝えます。

一、�恵まれた自然との調和をはかり、やすらぎのある
まちにします。

一、�人権を尊重し、心のふれあ
うまちをめざします。

一�、�ともに生き、ともに学び、
未来を拓く活力のあるまち
にします。

一�、�知恵と力を出し合い、住み
よいまちを築きます。

町民憲章（平成９年５月９日制定）
わたしたちは、聖徳太子ゆかりの斑鳩のまちに住むこと
を誇りとし、「和」の精神を尊び、明るく豊かな郷土を
つくります。

町
の
木
・
く
ろ
ま
つ

　　　斑鳩町で、今年度あらたに
　　　１００歳を迎えられる方は
　　　何人でしょう？　　〈11月12日必着〉
応�募方法　はがきにクイズの答え、住所、氏名、
電話番号を書いて、「〒636–0198 斑鳩町役場・
広報クイズ係」まで。正解者のなかから、抽選
で２人に図書カードをプレゼントします。プレ
ゼントの当選は、発送をもってかえさせていた
だきます。
　　　10月号のクイズの答　（會津）八一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（応募総数23）

Q

町政や広報に
ついてのご意
見・ご要望も、
お書き添え
ください。

▲

※�詳しい情報は厚生労働省ホー
ムページに掲載しています。

材料４人分
かぼちゃ　200ｇ
きゅうり　　80ｇ
　すり白ごま　大さじ３
　酢　　　　　大さじ２
　砂糖　　　　大さじ１
　しょうゆ　　小さじ１

★�

減
塩
み
そ
汁
・
ヘ
ル
シ
ー

　
料
理
の
試
食
体
験

　

日
時　
11
月
16
日（
金
）

　
　
　
　

午
後
２
時
～
３
時

　

場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

調
理
実
習
室

　

定
員　
先
着
40
人

＊�

申
込
不
要
。
試
食
が
な
く
な
り

次
第
終
了
。
家
庭
の
み
そ
汁
ご

持
参
の
方
は
塩
分
測
定
し
ま
す
。

　

感
染
し
た
か
な
と
思
っ
た
ら
、

な
る
べ
く
早
く
医
療
機
関
で
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

正
し
い
予
防
法
を
実
践
し
よ
う

斑
鳩
町
食
育
推
進
計
画


